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    第一章


    
      1神かみの子こイエス・キリストの福音ふくいんのはじめ。
    


    
      2預言者よげんしゃイザヤの書しょに、

      
        「見みよ、わたしは使つかいをあなたの先さきにつかわし、

        あなたの道みちを整ととのえさせるであろう。

        3荒野あらので呼よばわる者ものの声こえがする、

        『主しゅの道みちを備そなえよ、

        その道みち筋すじをまっすぐにせよ』」

      
と書かいてあるように、 4バプテスマのヨハネが荒野あらのに現あらわれて、罪つみのゆるしを得えさせる悔改くいあらためのバプテスマを宣のべ伝つたえていた。 5そこで、ユダヤ全土ぜんどとエルサレムの全ぜん住民じゅうみんとが、彼かれのもとにぞくぞくと出でて行いって、自分じぶんの罪つみを告白こくはくし、ヨルダン川がわでヨハネからバプテスマを受うけた。 6このヨハネは、らくだの毛けごろもを身みにまとい、腰こしに皮かわの帯おびをしめ、いなごと野の蜜みつとを食物しょくもつとしていた。 7彼かれは宣のべ伝つたえて言いった、「わたしよりも力ちからのあるかたが、あとからおいでになる。わたしはかがんで、そのくつのひもを解とく値ねうちもない。 8わたしは水みずでバプテスマを授さづけたが、このかたは、聖霊せいれいによってバプテスマをお授さづけになるであろう」。
    


    
      9そのころ、イエスはガリラヤのナザレから出でてきて、ヨルダン川がわで、ヨハネからバプテスマをお受うけになった。 10そして、水みずの中なかから上あがられるとすぐ、天てんが裂さけて、聖霊せいれいがはとのように自分じぶんに下くだって来くるのを、ごらんになった。 11すると天てんから声こえがあった、「あなたはわたしの愛あいする子こ、わたしの心こころにかなう者ものである」。
    


    
      12それからすぐに、御霊みたまがイエスを荒野あらのに追おいやった。 13イエスは四十日にちのあいだ荒野あらのにいて、サタンの試こころみにあわれた。そして獣けものもそこにいたが、御使みつかいたちはイエスに仕つかえていた。
    


    
      14ヨハネが捕とらえられた後のち、イエスはガリラヤに行いき、神かみの福音ふくいんを宣のべ伝つたえて言いわれた、 15「時ときは満みちた、神かみの国くには近ちかづいた。悔くい改あらためて福音ふくいんを信しんぜよ」。
    


    
      16さて、イエスはガリラヤの海うみべを歩あるいて行いかれ、シモンとシモンの兄弟きょうだいアンデレとが、海うみで網あみを打うっているのをごらんになった。彼かれらは漁師りょうしであった。 17イエスは彼かれらに言いわれた、「わたしについてきなさい。あなたがたを、人間にんげんをとる漁師りょうしにしてあげよう」。 18すると、彼かれらはすぐに網あみを捨すてて、イエスに従したがった。 19また少すこし進すすんで行いかれると、ゼベダイの子こヤコブとその兄弟きょうだいヨハネとが、舟ふねの中なかで網あみを繕つくろっているのをごらんになった。 20そこで、すぐ彼かれらをお招まねきになると、父ちちゼベダイを雇人やといにんたちと一緒いっしょに舟ふねにおいて、イエスのあとについて行いった。
    


    
      21それから、彼かれらはカペナウムに行いった。そして安息日あんそくにちにすぐ、イエスは会堂かいどうにはいって教おしえられた。 22人々ひとびとは、その教おしえに驚おどろいた。律法りっぽう学者がくしゃたちのようにではなく、権威けんいある者もののように、教おしえられたからである。 23ちょうどその時とき、けがれた霊れいにつかれた者ものが会堂かいどうにいて、叫さけんで言いった、 24「ナザレのイエスよ、あなたはわたしたちとなんの係かかわりがあるのです。わたしたちを滅ほろぼしにこられたのですか。あなたがどなたであるか、わかっています。神かみの聖者せいじゃです」。 25イエスはこれをしかって、「黙だまれ、この人ひとから出でて行いけ」と言いわれた。 26すると、けがれた霊れいは彼かれをひきつけさせ、大声おおごえをあげて、その人ひとから出でて行いった。 27人々ひとびとはみな驚おどろきのあまり、互たがいに論ろんじて言いった、「これは、いったい何事なにごとか。権威けんいある新あたらしい教おしえだ。けがれた霊れいにさえ命めいじられると、彼かれらは従したがうのだ」。 28こうしてイエスのうわさは、たちまちガリラヤの全ぜん地方ちほう、いたる所ところにひろまった。
    


    
      29それから会堂かいどうを出でるとすぐ、ヤコブとヨハネとを連つれて、シモンとアンデレとの家いえにはいって行いかれた。 30ところが、シモンのしゅうとめが熱病ねつびょうで床とこについていたので、人々ひとびとはさっそく、そのことをイエスに知しらせた。 31イエスは近寄ちかより、その手てをとって起おこされると、熱ねつが引ひき、女おんなは彼かれらをもてなした。
    


    
      32夕暮ゆうぐれになり日ひが沈しずむと、人々ひとびとは病人びょうにんや悪霊あくれいにつかれた者ものをみな、イエスのところに連つれてきた。 33こうして、町中まちじゅうの者ものが戸口とぐちに集あつまった。 34イエスは、さまざまの病やまいをわずらっている多おおくの人々ひとびとをいやし、また多おおくの悪霊あくれいを追おい出だされた。また、悪霊あくれいどもに、物言ものいうことをお許ゆるしにならなかった。彼かれらがイエスを知しっていたからである。
    


    
      35朝あさはやく、夜よるの明あけるよほど前まえに、イエスは起おきて寂さびしい所ところへ出でて行いき、そこで祈いのっておられた。 36すると、シモンとその仲間なかまとが、あとを追おってきた。 37そしてイエスを見みつけて、「みんなが、あなたを捜さがしています」と言いった。 38イエスは彼かれらに言いわれた、「ほかの、附近ふきんの町々まちまちにみんなで行いって、そこでも教おしえを宣のべ伝つたえよう。わたしはこのために出でてきたのだから」。 39そして、ガリラヤ全ぜん地ちを巡めぐりあるいて、諸しょ会堂かいどうで教おしえを宣のべ伝つたえ、また悪霊あくれいを追おい出だされた。
    


    
      40ひとりのらい病人びょうにんが、イエスのところに願ねがいにきて、ひざまずいて言いった、「みこころでしたら、きよめていただけるのですが」。 41イエスは深ふかくあわれみ、手てを伸のばして彼かれにさわり、「そうしてあげよう、きよくなれ」と言いわれた。 42すると、らい病びょうが直ただちに去さって、その人ひとはきよくなった。 43イエスは彼かれをきびしく戒いましめて、すぐにそこを去さらせ、こう言いい聞きかせられた、 44「何なにも人ひとに話はなさないように、注意ちゅういしなさい。ただ行いって、自分じぶんのからだを祭司さいしに見みせ、それから、モーセが命めいじた物ものをあなたのきよめのためにささげて、人々ひとびとに証明しょうめいしなさい」。 45しかし、彼かれは出でて行いって、自分じぶんの身みに起おこったことを盛さかんに語かたり、また言いいひろめはじめたので、イエスはもはや表立おもてだっては町まちに、はいることができなくなり、外そとの寂さびしい所ところにとどまっておられた。しかし、人々ひとびとは方々ほうぼうから、イエスのところにぞくぞくと集あつまってきた。
    

  


  


  
    第二章


    
      1幾日いくにちかたって、イエスがまたカペナウムにお帰かえりになったとき、家いえにおられるといううわさが立たったので、 2多おおくの人々ひとびとが集あつまってきて、もはや戸口とぐちのあたりまでも、すきまが無ないほどになった。そして、イエスは御言みことばを彼かれらに語かたっておられた。 3すると、人々ひとびとがひとりの中風ちゅうぶの者ものを四人にんの人ひとに運はこばせて、イエスのところに連つれてきた。 4ところが、群衆ぐんしゅうのために近寄ちかよることができないので、イエスのおられるあたりの屋根やねをはぎ、穴あなをあけて、中風ちゅうぶの者ものを寝ねかせたまま、床とこをつりおろした。 5イエスは彼かれらの信仰しんこうを見みて、中風ちゅうぶの者ものに、「子こよ、あなたの罪つみはゆるされた」と言いわれた。 6ところが、そこに幾人いくにんかの律法りっぽう学者がくしゃがすわっていて、心こころの中なかで論ろんじた、 7「この人ひとは、なぜあんなことを言いうのか。それは神かみをけがすことだ。神かみひとりのほかに、だれが罪つみをゆるすことができるか」。 8イエスは、彼かれらが内心ないしんこのように論ろんじているのを、自分じぶんの心こころですぐ見みぬいて、「なぜ、あなたがたは心こころの中なかでそんなことを論ろんじているのか。 9中風ちゅうぶの者ものに、あなたの罪つみはゆるされた、と言いうのと、起おきよ、床とこを取とりあげて歩あるけ、と言いうのと、どちらがたやすいか。 10しかし、人ひとの子こは地上ちじょうで罪つみをゆるす権威けんいをもっていることが、あなたがたにわかるために」と彼かれらに言いい、中風ちゅうぶの者ものにむかって、 11「あなたに命めいじる。起おきよ、床とこを取とりあげて家いえに帰かえれ」と言いわれた。 12すると彼かれは起おきあがり、すぐに床とこを取とりあげて、みんなの前まえを出でて行いったので、一同いちどうは大おおいに驚おどろき、神かみをあがめて、「こんな事ことは、まだ一度ども見みたことがない」と言いった。
    


    
      13イエスはまた海うみべに出でて行いかれると、多おおくの人々ひとびとがみもとに集あつまってきたので、彼かれらを教おしえられた。 14また途中とちゅうで、アルパヨの子こレビが収税所しゅうぜいしょにすわっているのをごらんになって、「わたしに従したがってきなさい」と言いわれた。すると彼かれは立たちあがって、イエスに従したがった。 15それから彼かれの家いえで、食事しょくじの席せきについておられたときのことである。多おおくの取税人しゅぜいにんや罪人つみびとたちも、イエスや弟子でしたちと共ともにその席せきに着ついていた。こんな人ひとたちが大おおぜいいて、イエスに従したがってきたのである。 16パリサイ派はの律法りっぽう学者がくしゃたちは、イエスが罪人つみびとや取税人しゅぜいにんたちと食事しょくじを共ともにしておられるのを見みて、弟子でしたちに言いった、「なぜ、彼かれは取税人しゅぜいにんや罪人つみびとなどと食事しょくじを共ともにするのか」。 17イエスはこれを聞きいて言いわれた、「丈夫じょうぶな人ひとには医者いしゃはいらない。いるのは病人びょうにんである。わたしがきたのは、義人ぎじんを招まねくためではなく、罪人つみびとを招まねくためである」。
    


    
      18ヨハネの弟子でしとパリサイ人びととは、断食だんじきをしていた。そこで人々ひとびとがきて、イエスに言いった、「ヨハネの弟子でしたちとパリサイ人びとの弟子でしたちとが断食だんじきをしているのに、あなたの弟子でしたちは、なぜ断食だんじきをしないのですか」。 19するとイエスは言いわれた、「婚礼こんれいの客きゃくは、花婿はなむこが一緒いっしょにいるのに、断食だんじきができるであろうか。花婿はなむこと一緒いっしょにいる間あいだは、断食だんじきはできない。 20しかし、花婿はなむこが奪うばい去さられる日ひが来くる。その日ひには断食だんじきをするであろう。 21だれも、真新まあたらしい布ぬのぎれを、古ふるい着物きものに縫ぬいつけはしない。もしそうすれば、新あたらしいつぎは古ふるい着物きものを引ひき破やぶり、そして、破やぶれがもっとひどくなる。 22まただれも、新あたらしいぶどう酒しゅを古ふるい皮かわ袋ぶくろに入いれはしない。もしそうすれば、ぶどう酒しゅは皮かわ袋ぶくろをはり裂さき、そして、ぶどう酒しゅも皮かわ袋ぶくろもむだになってしまう。〔だから、新あたらしいぶどう酒しゅは新あたらしい皮かわ袋ぶくろに入いれるべきである〕」。
    


    
      23ある安息日あんそくにちに、イエスは麦畑むぎばたけの中なかをとおって行いかれた。そのとき弟子でしたちが、歩あるきながら穂ほをつみはじめた。 24すると、パリサイ人びとたちがイエスに言いった、「いったい、彼かれらはなぜ、安息日あんそくにちにしてはならぬことをするのですか」。 25そこで彼かれらに言いわれた、「あなたがたは、ダビデとその供ともの者ものたちとが食物しょくもつがなくて飢うえたとき、ダビデが何なにをしたか、まだ読よんだことがないのか。 26すなわち、大祭司だいさいしアビアタルの時とき、神かみの家いえにはいって、祭司さいしたちのほか食たべてはならぬ供そなえのパンを、自分じぶんも食たべ、また供ともの者ものたちにも与あたえたではないか」。 27また彼かれらに言いわれた、「安息日あんそくにちは人ひとのためにあるもので、人ひとが安息日あんそくにちのためにあるのではない。 28それだから、人ひとの子こは、安息日あんそくにちにもまた主しゅなのである」。
    

  


  


  
    第三章


    
      1イエスがまた会堂かいどうにはいられると、そこに片手かたてのなえた人ひとがいた。 2人々ひとびとはイエスを訴うったえようと思おもって、安息日あんそくにちにその人ひとをいやされるかどうかをうかがっていた。 3すると、イエスは片手かたてのなえたその人ひとに、「立たって、中なかへ出でてきなさい」と言いい、 4人々ひとびとにむかって、「安息日あんそくにちに善ぜんを行おこなうのと悪あくを行おこなうのと、命いのちを救すくうのと殺ころすのと、どちらがよいか」と言いわれた。彼かれらは黙だまっていた。 5イエスは怒いかりを含ふくんで彼かれらを見みまわし、その心こころのかたくななのを嘆なげいて、その人ひとに「手てを伸のばしなさい」と言いわれた。そこで手てを伸のばすと、その手ては元もとどおりになった。 6パリサイ人びとたちは出でて行いって、すぐにヘロデ党とうの者ものたちと、なんとかしてイエスを殺ころそうと相談そうだんしはじめた。
    


    
      7それから、イエスは弟子でしたちと共ともに海うみべに退しりぞかれたが、ガリラヤからきたおびただしい群衆ぐんしゅうがついて行いった。またユダヤから、 8エルサレムから、イドマヤから、更さらにヨルダンの向むこうから、ツロ、シドンのあたりからも、おびただしい群衆ぐんしゅうが、そのなさっていることを聞きいて、みもとにきた。 9イエスは群衆ぐんしゅうが自分じぶんに押おし迫せまるのを避さけるために、小舟こぶねを用意よういしておけと、弟子でしたちに命めいじられた。 10それは、多おおくの人ひとをいやされたので、病苦びょうくに悩なやむ者ものは皆みなイエスにさわろうとして、押おし寄よせてきたからである。 11また、けがれた霊れいどもはイエスを見みるごとに、みまえにひれ伏ふし、叫さけんで、「あなたこそ神かみの子こです」と言いった。 12イエスは御ご自身じしんのことを人ひとにあらわさないようにと、彼かれらをきびしく戒いましめられた。
    


    
      13さてイエスは山やまに登のぼり、みこころにかなった者ものたちを呼よび寄よせられたので、彼かれらはみもとにきた。 14そこで十二人にんをお立たてになった。彼かれらを自分じぶんのそばに置おくためであり、さらに宣教せんきょうにつかわし、 15また悪霊あくれいを追おい出だす権威けんいを持もたせるためであった。 16こうして、この十二人にんをお立たてになった。そしてシモンにペテロという名なをつけ、 17またゼベダイの子こヤコブと、ヤコブの兄弟きょうだいヨハネ、彼かれらにはボアネルゲ、すなわち、雷かみなりの子こという名なをつけられた。 18つぎにアンデレ、ピリポ、バルトロマイ、マタイ、トマス、アルパヨの子こヤコブ、タダイ、熱心ねっしん党とうのシモン、 19それからイスカリオテのユダ。このユダがイエスを裏切うらぎったのである。
    


    
      イエスが家いえにはいられると、 20群衆ぐんしゅうがまた集あつまってきたので、一同いちどうは食事しょくじをする暇ひまもないほどであった。 21身内みうちの者ものたちはこの事ことを聞きいて、イエスを取押とりおさえに出でてきた。気きが狂くるったと思おもったからである。 22また、エルサレムから下くだってきた律法りっぽう学者がくしゃたちも、「彼かれはベルゼブルにとりつかれている」と言いい、「悪霊あくれいどものかしらによって、悪霊あくれいどもを追おい出だしているのだ」とも言いった。 23そこでイエスは彼かれらを呼よび寄よせ、譬たとえをもって言いわれた、「どうして、サタンがサタンを追おい出だすことができようか。 24もし国くにが内部ないぶで分わかれ争あらそうなら、その国くには立たち行いかない。 25また、もし家いえが内うちわで分わかれ争あらそうなら、その家いえは立たち行いかないであろう。 26もしサタンが内部ないぶで対立たいりつし分争ぶんそうするなら、彼かれは立たち行いけず、滅ほろんでしまう。 27だれでも、まず強つよい人ひとを縛しばりあげなければ、その人ひとの家いえに押おし入いって家財かざいを奪うばい取とることはできない。縛しばってからはじめて、その家いえを略奪りゃくだつすることができる。 28よく言いい聞きかせておくが、人ひとの子こらには、その犯おかすすべての罪つみも神かみをけがす言葉ことばも、ゆるされる。 29しかし、聖霊せいれいをけがす者ものは、いつまでもゆるされず、永遠えいえんの罪つみに定さだめられる」。 30そう言いわれたのは、彼かれらが「イエスはけがれた霊れいにつかれている」と言いっていたからである。
    


    
      31さて、イエスの母ははと兄弟きょうだいたちとがきて、外そとに立たち、人ひとをやってイエスを呼よばせた。 32ときに、群衆ぐんしゅうはイエスを囲かこんですわっていたが、「ごらんなさい。あなたの母上ははうえと兄弟きょうだい、姉妹しまいたちが、外そとであなたを尋たずねておられます」と言いった。 33すると、イエスは彼かれらに答こたえて言いわれた、「わたしの母はは、わたしの兄弟きょうだいとは、だれのことか」。 34そして、自分じぶんをとりかこんで、すわっている人々ひとびとを見みまわして、言いわれた、「ごらんなさい、ここにわたしの母はは、わたしの兄弟きょうだいがいる。 35神かみのみこころを行おこなう者ものはだれでも、わたしの兄弟きょうだい、また姉妹しまい、また母ははなのである」。
    

  


  


  
    第四章


    
      1イエスはまたも、海うみべで教おしえはじめられた。おびただしい群衆ぐんしゅうがみもとに集あつまったので、イエスは舟ふねに乗のってすわったまま、海上かいじょうにおられ、群衆ぐんしゅうはみな海うみに沿そって陸地りくちにいた。 2イエスは譬たとえで多おおくの事ことを教おしえられたが、その教おしえの中なかで彼かれらにこう言いわれた、 3「聞ききなさい、種たねまきが種たねをまきに出でて行いった。 4まいているうちに、道みちばたに落おちた種たねがあった。すると、鳥とりがきて食たべてしまった。 5ほかの種たねは土つちの薄うすい石地いしじに落おちた。そこは土つちが深ふかくないので、すぐ芽めを出だしたが、 6日ひが上のぼると焼やけて、根ねがないために枯かれてしまった。 7ほかの種たねはいばらの中なかに落おちた。すると、いばらが伸のびて、ふさいでしまったので、実みを結むすばなかった。 8ほかの種たねは良よい地ちに落おちた。そしてはえて、育そだって、ますます実みを結むすび、三十倍ばい、六十倍ばい、百倍ばいにもなった」。 9そして言いわれた、「聞きく耳みみのある者ものは聞きくがよい」。
    


    
      10イエスがひとりになられた時とき、そばにいた者ものたちが、十二弟子でしと共ともに、これらの譬たとえについて尋たずねた。 11そこでイエスは言いわれた、「あなたがたには神かみの国くにの奥義おくぎが授さづけられているが、ほかの者ものたちには、すべてが譬たとえで語かたられる。
    


    
      12それは

      
        『彼かれらは見みるには見みるが、認みとめず、

        聞きくには聞きくが、悟さとらず、

        悔くい改あらためてゆるされることがない』ためである」。

      
13また彼かれらに言いわれた、「あなたがたはこの譬たとえがわからないのか。それでは、どうしてすべての譬たとえがわかるだろうか。 14種たねまきは御言みことばをまくのである。 15道みちばたに御言みことばがまかれたとは、こういう人ひとたちのことである。すなわち、御言みことばを聞きくと、すぐにサタンがきて、彼かれらの中なかにまかれた御言みことばを、奪うばって行いくのである。 16同おなじように、石地いしじにまかれたものとは、こういう人ひとたちのことである。御言みことばを聞きくと、すぐに喜よろこんで受うけるが、 17自分じぶんの中なかに根ねがないので、しばらく続つづくだけである。そののち、御言みことばのために困難こんなんや迫害はくがいが起おこってくると、すぐつまずいてしまう。 18また、いばらの中なかにまかれたものとは、こういう人ひとたちのことである。御言みことばを聞きくが、 19世よの心こころづかいと、富とみの惑まどわしと、その他たいろいろな欲よくとがはいってきて、御言みことばをふさぐので、実みを結むすばなくなる。 20また、良よい地ちにまかれたものとは、こういう人ひとたちのことである。御言みことばを聞きいて受うけいれ、三十倍ばい、六十倍ばい、百倍ばいの実みを結むすぶのである」。
    


    
      21また彼かれらに言いわれた、「ますの下したや寝台しんだいの下したに置おくために、あかりを持もってくることがあろうか。燭台しょくだいの上うえに置おくためではないか。 22なんでも、隠かくされているもので、現あらわれないものはなく、秘密ひみつにされているもので、明あかるみに出でないものはない。 23聞きく耳みみのある者ものは聞きくがよい」。 24また彼かれらに言いわれた、「聞きくことがらに注意ちゅういしなさい。あなたがたの量はかるそのはかりで、自分じぶんにも量はかり与あたえられ、その上うえになお増まし加くわえられるであろう。 25だれでも、持もっている人ひとは更さらに与あたえられ、持もっていない人ひとは、持もっているものまでも取とり上あげられるであろう」。
    


    
      26また言いわれた、「神かみの国くには、ある人ひとが地ちに種たねをまくようなものである。 27夜昼よるひる、寝起ねおきしている間あいだに、種たねは芽めを出だして育そだって行いくが、どうしてそうなるのか、その人ひとは知しらない。 28地ちはおのずから実みを結むすばせるもので、初はじめに芽め、つぎに穂ほ、つぎに穂ほの中なかに豊ゆたかな実みができる。 29実みがいると、すぐにかまを入いれる。刈入かりいれ時ときがきたからである」。
    


    
      30また言いわれた、「神かみの国くにを何なにに比くらべようか。また、どんな譬たとえで言いいあらわそうか。 31それは一粒つぶのからし種たねのようなものである。地ちにまかれる時ときには、地上ちじょうのどんな種たねよりも小ちいさいが、 32まかれると、成長せいちょうしてどんな野菜やさいよりも大おおきくなり、大おおきな枝えだを張はり、その陰かげに空そらの鳥とりが宿やどるほどになる」。
    


    
      33イエスはこのような多おおくの譬たとえで、人々ひとびとの聞きく力ちからにしたがって、御言みことばを語かたられた。 34譬たとえによらないでは語かたられなかったが、自分じぶんの弟子でしたちには、ひそかにすべてのことを解とき明あかされた。
    


    
      35さてその日ひ、夕方ゆうがたになると、イエスは弟子でしたちに、「向むこう岸ぎしへ渡わたろう」と言いわれた。 36そこで、彼かれらは群衆ぐんしゅうをあとに残のこし、イエスが舟ふねに乗のっておられるまま、乗のり出だした。ほかの舟ふねも一緒いっしょに行いった。 37すると、激はげしい突風とっぷうが起おこり、波なみが舟ふねの中なかに打うち込こんできて、舟ふねに満みちそうになった。 38ところがイエス自身じしんは、舳ともの方ほうでまくらをして、眠ねむっておられた。そこで、弟子でしたちはイエスをおこして、「先生せんせい、わたしどもがおぼれ死しんでも、おかまいにならないのですか」と言いった。 39イエスは起おきあがって風かぜをしかり、海うみにむかって、「静しずまれ、黙だまれ」と言いわれると、風かぜはやんで、大おおなぎになった。 40イエスは彼かれらに言いわれた、「なぜ、そんなにこわがるのか。どうして信仰しんこうがないのか」。 41彼かれらは恐おそれおののいて、互たがいに言いった、「いったい、この方ほうはだれだろう。風かぜも海うみも従したがわせるとは」。
    

  


  


  
    第五章


    
      1こうして彼かれらは海うみの向むこう岸ぎし、ゲラサ人びとの地ちに着ついた。 2それから、イエスが舟ふねからあがられるとすぐに、けがれた霊れいにつかれた人ひとが墓場はかばから出でてきて、イエスに出会であった。 3この人ひとは墓場はかばをすみかとしており、もはやだれも、鎖くさりでさえも彼かれをつなぎとめて置おけなかった。 4彼かれはたびたび足あしかせや鎖くさりでつながれたが、鎖くさりを引ひきちぎり、足あしかせを砕くだくので、だれも彼かれを押おさえつけることができなかったからである。 5そして、夜昼よるひるたえまなく墓場はかばや山やまで叫さけびつづけて、石いしで自分じぶんのからだを傷きずつけていた。 6ところが、この人ひとがイエスを遠とおくから見みて、走はしり寄よって拝はいし、 7大声おおごえで叫さけんで言いった、「いと高たかき神かみの子こイエスよ、あなたはわたしとなんの係かかわりがあるのです。神かみに誓ちかってお願ねがいします。どうぞ、わたしを苦くるしめないでください」。 8それは、イエスが、「けがれた霊れいよ、この人ひとから出でて行いけ」と言いわれたからである。 9また彼かれに、「なんという名前なまえか」と尋たずねられると、「レギオンと言いいます。大おおぜいなのですから」と答こたえた。 10そして、自分じぶんたちをこの土地とちから追おい出ださないようにと、しきりに願ねがいつづけた。 11さて、そこの山やまの中腹ちゅうふくに、豚ぶたの大群たいぐんが飼かってあった。 12霊れいはイエスに願ねがって言いった、「わたしどもを、豚ぶたにはいらせてください。その中なかへ送おくってください」。 13イエスがお許ゆるしになったので、けがれた霊れいどもは出でて行いって、豚ぶたの中なかへはいり込こんだ。すると、その群むれは二千匹ひきばかりであったが、がけから海うみへなだれを打うって駆かけ下くだり、海うみの中なかでおぼれ死しんでしまった。 14豚ぶたを飼かう者ものたちが逃にげ出だして、町まちや村むらにふれまわったので、人々ひとびとは何事なにごとが起おこったのかと見みにきた。 15そして、イエスのところにきて、悪霊あくれいにつかれた人ひとが着物きものを着きて、正気しょうきになってすわっており、それがレギオンを宿やどしていた者ものであるのを見みて、恐おそれた。 16また、それを見みた人ひとたちは、悪霊あくれいにつかれた人ひとの身みに起おこった事ことと豚ぶたのこととを、彼かれらに話はなして聞きかせた。 17そこで、人々ひとびとはイエスに、この地方ちほうから出でて行いっていただきたいと、頼たのみはじめた。 18イエスが舟ふねに乗のろうとされると、悪霊あくれいにつかれていた人ひとがお供ともをしたいと願ねがい出でた。 19しかし、イエスはお許ゆるしにならないで、彼かれに言いわれた、「あなたの家族かぞくのもとに帰かえって、主しゅがどんなに大おおきなことをしてくださったか、またどんなにあわれんでくださったか、それを知しらせなさい」。 20そこで、彼かれは立たち去さり、そして自分じぶんにイエスがしてくださったことを、ことごとくデカポリスの地方ちほうに言いいひろめ出だしたので、人々ひとびとはみな驚おどろき怪あやしんだ。
    


    
      21イエスがまた舟ふねで向むこう岸ぎしへ渡わたられると、大おおぜいの群衆ぐんしゅうがみもとに集あつまってきた。イエスは海うみべにおられた。 22そこへ、会堂司かいどうづかさのひとりであるヤイロという者ものがきて、イエスを見みかけるとその足あしもとにひれ伏ふし、 23しきりに願ねがって言いった、「わたしの幼おさない娘むすめが死しにかかっています。どうぞ、その子こがなおって助たすかりますように、おいでになって、手てをおいてやってください」。 24そこで、イエスは彼かれと一緒いっしょに出でかけられた。大おおぜいの群衆ぐんしゅうもイエスに押おし迫せまりながら、ついて行いった。
    


    
      25さてここに、十二年間ねんかんも長なが血ちをわずらっている女おんながいた。 26多おおくの医者いしゃにかかって、さんざん苦くるしめられ、その持もち物ものをみな費ついやしてしまったが、なんのかいもないばかりか、かえってますます悪わるくなる一方いっぽうであった。 27この女おんながイエスのことを聞きいて、群衆ぐんしゅうの中なかにまぎれ込こみ、うしろから、み衣ころもにさわった。 28それは、せめて、み衣ころもにでもさわれば、なおしていただけるだろうと、思おもっていたからである。 29すると、血ちの元もとがすぐにかわき、女おんなは病気びょうきがなおったことを、その身みに感かんじた。 30イエスはすぐ、自分じぶんの内うちから力ちからが出でて行いったことに気きづかれて、群衆ぐんしゅうの中なかで振ふり向むき、「わたしの着物きものにさわったのはだれか」と言いわれた。 31そこで弟子でしたちが言いった、「ごらんのとおり、群衆ぐんしゅうがあなたに押おし迫せまっていますのに、だれがさわったかと、おっしゃるのですか」。 32しかし、イエスはさわった者ものを見みつけようとして、見みまわしておられた。 33その女おんなは自分じぶんの身みに起おこったことを知しって、恐おそれおののきながら進すすみ出でて、みまえにひれ伏ふして、すべてありのままを申もうし上あげた。 34イエスはその女おんなに言いわれた、「娘むすめよ、あなたの信仰しんこうがあなたを救すくったのです。安心あんしんして行いきなさい。すっかりなおって、達者たっしゃでいなさい」。
    


    
      35イエスが、まだ話はなしておられるうちに、会堂司かいどうづかさの家いえから人々ひとびとがきて言いった、「あなたの娘むすめはなくなりました。このうえ、先生せんせいを煩わずらわすには及およびますまい」。 36イエスはその話はなしている言葉ことばを聞きき流ながして、会堂司かいどうづかさに言いわれた、「恐おそれることはない。ただ信しんじなさい」。 37そしてペテロ、ヤコブ、ヤコブの兄弟きょうだいヨハネのほかは、ついて来くることを、だれにもお許ゆるしにならなかった。 38彼かれらが会堂司かいどうづかさの家いえに着つくと、イエスは人々ひとびとが大声おおごえで泣ないたり、叫さけんだりして、騒さわいでいるのをごらんになり、 39内うちにはいって、彼かれらに言いわれた、「なぜ泣なき騒さわいでいるのか。子供こどもは死しんだのではない。眠ねむっているだけである」。 40人々ひとびとはイエスをあざ笑わらった。しかし、イエスはみんなの者ものを外そとに出だし、子供こどもの父母ふぼと供ともの者ものたちだけを連つれて、子供こどものいる所ところにはいって行いかれた。 41そして子供こどもの手てを取とって、「タリタ、クミ」と言いわれた。それは、「少女しょうじょよ、さあ、起おきなさい」という意味いみである。 42すると、少女しょうじょはすぐに起おき上あがって、歩あるき出だした。十二歳さいにもなっていたからである。彼かれらはたちまち非常ひじょうな驚おどろきに打うたれた。 43イエスは、だれにもこの事ことを知しらすなと、きびしく彼かれらに命めいじ、また、少女しょうじょに食物しょくもつを与あたえるようにと言いわれた。
    

  


  


  
    第六章


    
      1イエスはそこを去さって、郷里きょうりに行いかれたが、弟子でしたちも従したがって行いった。 2そして、安息日あんそくにちになったので、会堂かいどうで教おしえはじめられた。それを聞きいた多おおくの人々ひとびとは、驚おどろいて言いった、「この人ひとは、これらのことをどこで習ならってきたのか。また、この人ひとの授さずかった知恵ちえはどうだろう。このような力ちからあるわざがその手てで行おこなわれているのは、どうしてか。 3この人ひとは大工だいくではないか。マリヤのむすこで、ヤコブ、ヨセ、ユダ、シモンの兄弟きょうだいではないか。またその姉妹しまいたちも、ここにわたしたちと一緒いっしょにいるではないか」。こうして彼かれらはイエスにつまずいた。 4イエスは言いわれた、「預言者よげんしゃは、自分じぶんの郷里きょうり、親族しんぞく、家いえ以外いがいでは、どこででも敬うやまわれないことはない」。 5そして、そこでは力ちからあるわざを一つもすることができず、ただ少数しょうすうの病人びょうにんに手てをおいていやされただけであった。 6そして、彼かれらの不ふ信仰しんこうを驚おどろき怪あやしまれた。
    


    
      それからイエスは、附近ふきんの村々むらむらを巡めぐりあるいて教おしえられた。 7また十二弟子でしを呼よび寄よせ、ふたりずつつかわすことにして、彼かれらにけがれた霊れいを制せいする権威けんいを与あたえ、 8また旅たびのために、つえ一本ぽんのほかには何なにも持もたないように、パンも、袋ぶくろも、帯おびの中なかに銭ぜにも持もたず、 9ただわらじをはくだけで、下着したぎも二枚まいは着きないように命めいじられた。 10そして彼かれらに言いわれた、「どこへ行いっても、家いえにはいったなら、その土地とちを去さるまでは、そこにとどまっていなさい。 11また、あなたがたを迎むかえず、あなたがたの話はなしを聞ききもしない所ところがあったなら、そこから出でて行いくとき、彼かれらに対たいする抗議こうぎのしるしに、足あしの裏うらのちりを払はらい落おとしなさい」。 12そこで、彼かれらは出でて行いって、悔改くいあらためを宣のべ伝つたえ、 13多おおくの悪霊あくれいを追おい出だし、大おおぜいの病人びょうにんに油あぶらをぬっていやした。
    


    
      14さて、イエスの名なが知しれわたって、ヘロデ王おうの耳みみにはいった。ある人々ひとびとは「バプテスマのヨハネが、死人しにんの中なかからよみがえってきたのだ。それで、あのような力ちからが彼かれのうちに働はたらいているのだ」と言いい、 15他たの人々ひとびとは「彼かれはエリヤだ」と言いい、また他たの人々ひとびとは「昔むかしの預言者よげんしゃのような預言者よげんしゃだ」と言いった。 16ところが、ヘロデはこれを聞きいて、「わたしが首くびを切きったあのヨハネがよみがえったのだ」と言いった。 17このヘロデは、自分じぶんの兄弟きょうだいピリポの妻つまヘロデヤをめとったが、そのことで、人ひとをつかわし、ヨハネを捕とらえて獄ごくにつないだ。 18それは、ヨハネがヘロデに、「兄弟きょうだいの妻つまをめとるのは、よろしくない」と言いったからである。 19そこで、ヘロデヤはヨハネを恨うらみ、彼かれを殺ころそうと思おもっていたが、できないでいた。 20それはヘロデが、ヨハネは正ただしくて聖せいなる人ひとであることを知しって、彼かれを恐おそれ、彼かれに保護ほごを加くわえ、またその教おしえを聞きいて非常ひじょうに悩なやみながらも、なお喜よろこんで聞きいていたからである。 21ところが、よい機会きかいがきた。ヘロデは自分じぶんの誕生たんじょう日ひの祝いわいに、高官こうかんや将校しょうこうやガリラヤの重立おもだった人ひとたちを招まねいて宴会えんかいを催もよおしたが、 22そこへ、このヘロデヤの娘むすめがはいってきて舞まいをまい、ヘロデをはじめ列座れつざの人ひとたちを喜よろこばせた。そこで王おうはこの少女しょうじょに「ほしいものはなんでも言いいなさい。あなたにあげるから」と言いい、 23さらに「ほしければ、この国くにの半分はんぶんでもあげよう」と誓ちかって言いった。 24そこで少女しょうじょは座ざをはずして、母ははに「何なにをお願ねがいしましょうか」と尋たずねると、母ははは「バプテスマのヨハネの首くびを」と答こたえた。 25するとすぐ、少女しょうじょは急いそいで王おうのところに行いって願ねがった、「今いますぐに、バプテスマのヨハネの首くびを盆ぼんにのせて、それをいただきとうございます」。 26王おうは非常ひじょうに困こまったが、いったん誓ちかったのと、また列座れつざの人ひとたちの手前てまえ、少女しょうじょの願ねがいを退しりぞけることを好このまなかった。 27そこで、王おうはすぐに衛兵えいへいをつかわし、ヨハネの首くびを持もって来くるように命めいじた。衛兵えいへいは出でて行いき、獄中ごくちゅうでヨハネの首くびを切きり、 28盆ぼんにのせて持もってきて少女しょうじょに与あたえ、少女しょうじょはそれを母ははにわたした。 29ヨハネの弟子でしたちはこのことを聞きき、その死体したいを引ひき取とりにきて、墓はかに納おさめた。
    


    
      30さて、使徒しとたちはイエスのもとに集あつまってきて、自分じぶんたちがしたことや教おしえたことを、みな報告ほうこくした。 31するとイエスは彼かれらに言いわれた、「さあ、あなたがたは、人ひとを避さけて寂さびしい所ところへ行いって、しばらく休やすむがよい」。それは、出入でいりする人ひとが多おおくて、食事しょくじをする暇ひまもなかったからである。 32そこで彼かれらは人ひとを避さけ、舟ふねに乗のって寂さびしい所ところへ行いった。 33ところが、多おおくの人々ひとびとは彼かれらが出でかけて行いくのを見み、それと気きづいて、方々ほうぼうの町々まちまちからそこへ、一せいに駆かけつけ、彼かれらより先さきに着ついた。 34イエスは舟ふねから上あがって大おおぜいの群衆ぐんしゅうをごらんになり、飼かう者もののない羊ひつじのようなその有様ありさまを深ふかくあわれんで、いろいろと教おしえはじめられた。 35ところが、はや時ときもおそくなったので、弟子でしたちはイエスのもとにきて言いった、「ここは寂さびしい所ところでもあり、もう時ときもおそくなりました。 36みんなを解散かいさんさせ、めいめいで何なにか食たべる物ものを買かいに、まわりの部落ぶらくや村々むらむらへ行いかせてください」。 37イエスは答こたえて言いわれた、「あなたがたの手てで食物しょくもつをやりなさい」。弟子でしたちは言いった、「わたしたちが二百デナリものパンを買かってきて、みんなに食たべさせるのですか」。 38するとイエスは言いわれた、「パンは幾いくつあるか。見みてきなさい」。彼かれらは確たしかめてきて、「五つあります。それに魚うおが二ひき」と言いった。 39そこでイエスは、みんなを組々くみぐみに分わけて、青草あおくさの上うえにすわらせるように命めいじられた。 40人々ひとびとは、あるいは百人にんずつ、あるいは五十人にんずつ、列れつをつくってすわった。 41それから、イエスは五つのパンと二ひきの魚うおとを手てに取とり、天てんを仰あおいでそれを祝福しゅくふくし、パンをさき、弟子でしたちにわたして配くばらせ、また、二ひきの魚うおもみんなにお分わけになった。 42みんなの者ものは食たべて満腹まんぷくした。 43そこで、パンくずや魚うおの残のこりを集あつめると、十二のかごにいっぱいになった。 44パンを食たべた者ものは男おとこ五千人にんであった。
    


    
      45それからすぐ、イエスは自分じぶんで群衆ぐんしゅうを解散かいさんさせておられる間あいだに、しいて弟子でしたちを舟ふねに乗のり込こませ、向むこう岸ぎしのベツサイダへ先さきにおやりになった。 46そして群衆ぐんしゅうに別わかれてから、祈いのるために山やまへ退しりぞかれた。 47夕方ゆうがたになったとき、舟ふねは海うみのまん中なかに出でており、イエスだけが陸地りくちにおられた。 48ところが逆風ぎゃくふうが吹ふいていたために、弟子でしたちがこぎ悩なやんでいるのをごらんになって、夜明よあけの四時じごろ、海うみの上うえを歩あるいて彼かれらに近ちかづき、そのそばを通とおり過すぎようとされた。 49彼かれらはイエスが海うみの上うえを歩あるいておられるのを見みて、幽霊ゆうれいだと思おもい、大声おおごえで叫さけんだ。 50みんなの者ものがそれを見みて、おじ恐おそれたからである。しかし、イエスはすぐ彼かれらに声こえをかけ、「しっかりするのだ。わたしである。恐おそれることはない」と言いわれた。 51そして、彼かれらの舟ふねに乗のり込こまれると、風かぜはやんだ。彼かれらは心こころの中なかで、非常ひじょうに驚おどろいた。 52先さきのパンのことを悟さとらず、その心こころが鈍にぶくなっていたからである。
    


    
      53彼かれらは海うみを渡わたり、ゲネサレの地ちに着ついて舟ふねをつないだ。 54そして舟ふねからあがると、人々ひとびとはすぐイエスと知しって、 55その地方ちほうをあまねく駆かけめぐり、イエスがおられると聞きけば、どこへでも病人びょうにんを床とこにのせて運はこびはじめた。 56そして、村むらでも町まちでも部落ぶらくでも、イエスがはいって行いかれる所ところでは、病人びょうにんたちをその広場ひろばにおき、せめてその上着うわぎのふさにでも、さわらせてやっていただきたいと、お願ねがいした。そしてさわった者ものは皆みないやされた。
    

  


  


  
    第七章


    
      1さて、パリサイ人びとと、ある律法りっぽう学者がくしゃたちとが、エルサレムからきて、イエスのもとに集あつまった。 2そして弟子でしたちのうちに、不浄ふじょうな手て、すなわち洗あらわない手てで、パンを食たべている者ものがあるのを見みた。 3もともと、パリサイ人びとをはじめユダヤ人じんはみな、昔むかしの人ひとの言伝いいつたえをかたく守まもって、念入ねんいりに手てを洗あらってからでないと、食事しょくじをしない。 4また市場いちばから帰かえったときには、身みを清きよめてからでないと、食事しょくじをせず、なおそのほかにも、杯さかずき、鉢はち、銅器どうきを洗あらうことなど、昔むかしから受うけついでかたく守まもっている事ことが、たくさんあった。 5そこで、パリサイ人びとと律法りっぽう学者がくしゃたちとは、イエスに尋たずねた、「なぜ、あなたの弟子でしたちは、昔むかしの人ひとの言伝いいつたえに従したがって歩あゆまないで、不浄ふじょうな手てでパンを食たべるのですか」。 6イエスは言いわれた、「イザヤは、あなたがた偽善者ぎぜんしゃについて、こう書かいているが、それは適切てきせつな預言よげんである、

      
        『この民たみは、口くちさきではわたしを敬うやまうが、

        その心こころはわたしから遠とおく離はなれている。

        7人間にんげんのいましめを教おしえとして教おしえ、

        無意味むいみにわたしを拝おがんでいる』。

      
8あなたがたは、神かみのいましめをさしおいて、人間にんげんの言伝いいつたえを固執こしつしている」。 9また、言いわれた、「あなたがたは、自分じぶんたちの言伝いいつたえを守まもるために、よくも神かみのいましめを捨すてたものだ。 10モーセは言いったではないか、『父ちちと母ははとを敬うやまえ』、また『父ちちまたは母ははをののしる者ものは、必かならず死しに定さだめられる』と。 11それだのに、あなたがたは、もし人ひとが父ちちまたは母ははにむかって、あなたに差上さしあげるはずのこのものはコルバン、すなわち、供そなえ物ものですと言いえば、それでよいとして、 12その人ひとは父母ふぼに対たいして、もう何なにもしないで済すむのだと言いっている。 13こうしてあなたがたは、自分じぶんたちが受うけついだ言伝いいつたえによって、神かみの言ことばを無むにしている。また、このような事ことをしばしばおこなっている」。 14それから、イエスは再ふたたび群衆ぐんしゅうを呼よび寄よせて言いわれた、「あなたがたはみんな、わたしの言いうことを聞きいて悟さとるがよい。 15すべて外そとから人ひとの中なかにはいって、人ひとをけがしうるものはない。かえって、人ひとの中なかから出でてくるものが、人ひとをけがすのである。〔 16聞きく耳みみのある者ものは聞きくがよい〕」。
    


    
      17イエスが群衆ぐんしゅうを離はなれて家いえにはいられると、弟子でしたちはこの譬たとえについて尋たずねた。 18すると、言いわれた、「あなたがたも、そんなに鈍にぶいのか。すべて、外そとから人ひとの中なかにはいって来くるものは、人ひとを汚けがし得えないことが、わからないのか。 19それは人ひとの心こころの中なかにはいるのではなく、腹はらの中うちにはいり、そして、外そとに出でて行いくだけである」。イエスはこのように、どんな食物しょくもつでもきよいものとされた。 20さらに言いわれた、「人ひとから出でて来くるもの、それが人ひとをけがすのである。 21すなわち内部ないぶから、人ひとの心こころの中なかから、悪わるい思おもいが出でて来くる。不品行ふひんこう、盗ぬすみ、殺人さつじん、 22姦淫かんいん、貪欲どんよく、邪悪じゃあく、欺あざむき、好色こうしょく、妬ねたみ、誹そしり、高慢こうまん、愚痴ぐち。 23これらの悪あくはすべて内部ないぶから出でてきて、人ひとをけがすのである」。
    


    
      24さて、イエスは、そこを立たち去さって、ツロの地方ちほうに行いかれた。そして、だれにも知しれないように、家いえの中なかにはいられたが、隠かくれていることができなかった。 25そして、けがれた霊れいにつかれた幼おさない娘むすめをもつ女おんなが、イエスのことをすぐ聞ききつけてきて、その足あしもとにひれ伏ふした。 26この女おんなはギリシヤ人じんで、スロ・フェニキヤの生うまれであった。そして、娘むすめから悪霊あくれいを追おい出だしてくださいとお願ねがいした。 27イエスは女おんなに言いわれた、「まず子供こどもたちに十分じゅうぶん食たべさすべきである。子供こどもたちのパンを取とって小犬こいぬに投なげてやるのは、よろしくない」。 28すると、女おんなは答こたえて言いった、「主しゅよ、お言葉ことばどおりです。でも、食卓しょくたくの下したにいる小犬こいぬも、子供こどもたちのパンくずは、いただきます」。 29そこでイエスは言いわれた、「その言葉ことばで、じゅうぶんである。お帰かえりなさい。悪霊あくれいは娘むすめから出でてしまった」。 30そこで、女おんなが家いえに帰かえってみると、その子こは床とこの上うえに寝ねており、悪霊あくれいは出でてしまっていた。
    


    
      31それから、イエスはまたツロの地方ちほうを去さり、シドンを経へてデカポリス地方ちほうを通とおりぬけ、ガリラヤの海うみべにこられた。 32すると人々ひとびとは、耳みみが聞きこえず口くちのきけない人ひとを、みもとに連つれてきて、手てを置おいてやっていただきたいとお願ねがいした。 33そこで、イエスは彼かれひとりを群衆ぐんしゅうの中なかから連つれ出だし、その両りょう耳みみに指ゆびをさし入いれ、それから、つばきでその舌したを潤うるおし、 34天てんを仰あおいでため息いきをつき、その人ひとに「エパタ」と言いわれた。これは「開ひらけよ」という意味いみである。 35すると彼かれの耳みみが開ひらけ、その舌したのもつれもすぐ解とけて、はっきりと話はなすようになった。 36イエスは、この事ことをだれにも言いってはならぬと、人々ひとびとに口止くちどめをされたが、口止くちどめをすればするほど、かえって、ますます言いいひろめた。 37彼かれらは、ひとかたならず驚おどろいて言いった、「このかたのなさった事ことは、何なにもかも、すばらしい。耳みみの聞きこえない者ものを聞きこえるようにしてやり、口くちのきけない者ものをきけるようにしておやりになった」。
    

  


  


  
    第八章


    
      1そのころ、また大おおぜいの群衆ぐんしゅうが集あつまっていたが、何なにも食たべるものがなかったので、イエスは弟子でしたちを呼よび寄よせて言いわれた、 2「この群衆ぐんしゅうがかわいそうである。もう三日間かかんもわたしと一緒いっしょにいるのに、何なにも食たべるものがない。 3もし、彼かれらを空腹くうふくのまま家いえに帰かえらせるなら、途中とちゅうで弱よわり切きってしまうであろう。それに、なかには遠とおくからきている者ものもある」。 4弟子でしたちは答こたえた、「こんな荒野あらので、どこからパンを手てに入いれて、これらの人々ひとびとにじゅうぶん食たべさせることができましょうか」。 5イエスが弟子でしたちに、「パンはいくつあるか」と尋たずねられると、「七つあります」と答こたえた。 6そこでイエスは群衆ぐんしゅうに地ちにすわるように命めいじられた。そして七つのパンを取とり、感謝かんしゃしてこれをさき、人々ひとびとに配くばるように弟子でしたちに渡わたされると、弟子でしたちはそれを群衆ぐんしゅうに配くばった。 7また小ちいさい魚うおが少すこしばかりあったので、祝福しゅくふくして、それをも人々ひとびとに配くばるようにと言いわれた。 8彼かれらは食たべて満腹まんぷくした。そして残のこったパンくずを集あつめると、七かごになった。 9人々ひとびとの数かずはおよそ四千人にんであった。それからイエスは彼かれらを解散かいさんさせ、 10すぐ弟子でしたちと共ともに舟ふねに乗のって、ダルマヌタの地方ちほうへ行いかれた。
    


    
      11パリサイ人びとたちが出でてきて、イエスを試こころみようとして議論ぎろんをしかけ、天てんからのしるしを求もとめた。 12イエスは、心こころの中なかで深ふかく嘆息たんそくして言いわれた、「なぜ、今いまの時代じだいはしるしを求もとめるのだろう。よく言いい聞きかせておくが、しるしは今いまの時代じだいには決けっして与あたえられない」。 13そして、イエスは彼かれらをあとに残のこし、また舟ふねに乗のって向むこう岸ぎしへ行いかれた。
    


    
      14弟子でしたちはパンを持もって来くるのを忘わすれていたので、舟ふねの中なかにはパン一つしか持もち合あわせがなかった。 15そのとき、イエスは彼かれらを戒いましめて、「パリサイ人びとのパン種だねとヘロデのパン種だねとを、よくよく警戒けいかいせよ」と言いわれた。 16弟子でしたちは、これは自分じぶんたちがパンを持もっていないためであろうと、互たがいに論ろんじ合あった。 17イエスはそれと知しって、彼かれらに言いわれた、「なぜ、パンがないからだと論ろんじ合あっているのか。まだわからないのか、悟さとらないのか。あなたがたの心こころは鈍にぶくなっているのか。 18目めがあっても見みえないのか。耳みみがあっても聞きこえないのか。まだ思おもい出ださないのか。 19五つのパンをさいて五千人にんに分わけたとき、拾ひろい集あつめたパンくずは、幾いくつのかごになったか」。弟子でしたちは答こたえた、「十二かごです」。 20「七つのパンを四千人にんに分わけたときには、パンくずを幾いくつのかごに拾ひろい集あつめたか」。「七かごです」と答こたえた。 21そこでイエスは彼かれらに言いわれた、「まだ悟さとらないのか」。
    


    
      22そのうちに、彼かれらはベツサイダに着ついた。すると人々ひとびとが、ひとりの盲人もうじんを連つれてきて、さわってやっていただきたいとお願ねがいした。 23イエスはこの盲人もうじんの手てをとって、村むらの外そとに連つれ出だし、その両方りょうほうの目めにつばきをつけ、両手りょうてを彼かれに当あてて、「何なにか見みえるか」と尋たずねられた。 24すると彼かれは顔かおを上あげて言いった、「人ひとが見みえます。木きのように見みえます。歩あるいているようです」。 25それから、イエスが再ふたたび目めの上うえに両手りょうてを当あてられると、盲人もうじんは見みつめているうちに、なおってきて、すべてのものがはっきりと見みえだした。 26そこでイエスは、「村むらにはいってはいけない」と言いって、彼かれを家いえに帰かえされた。
    


    
      27さて、イエスは弟子でしたちとピリポ・カイザリヤの村々むらむらへ出でかけられたが、その途中とちゅうで、弟子でしたちに尋たずねて言いわれた、「人々ひとびとは、わたしをだれと言いっているか」。 28彼かれらは答こたえて言いった、「バプテスマのヨハネだと、言いっています。また、エリヤだと言いい、また、預言者よげんしゃのひとりだと言いっている者ものもあります」。 29そこでイエスは彼かれらに尋たずねられた、「それでは、あなたがたはわたしをだれと言いうか」。ペテロが答こたえて言いった、「あなたこそキリストです」。 30するとイエスは、自分じぶんのことをだれにも言いってはいけないと、彼かれらを戒いましめられた。
    


    
      31それから、人ひとの子こは必かならず多おおくの苦くるしみを受うけ、長老ちょうろう、祭司長さいしちょう、律法りっぽう学者がくしゃたちに捨すてられ、また殺ころされ、そして三日かの後のちによみがえるべきことを、彼かれらに教おしえはじめ、 32しかもあからさまに、この事ことを話はなされた。すると、ペテロはイエスをわきへ引ひき寄よせて、いさめはじめたので、 33イエスは振ふり返かえって、弟子でしたちを見みながら、ペテロをしかって言いわれた、「サタンよ、引ひきさがれ。あなたは神かみのことを思おもわないで、人ひとのことを思おもっている」。
    


    
      34それから群衆ぐんしゅうを弟子でしたちと一緒いっしょに呼よび寄よせて、彼かれらに言いわれた、「だれでもわたしについてきたいと思おもうなら、自分じぶんを捨すて、自分じぶんの十字架じゅうじかを負おうて、わたしに従したがってきなさい。 35自分じぶんの命いのちを救すくおうと思おもう者ものはそれを失うしない、わたしのため、また福音ふくいんのために、自分じぶんの命いのちを失うしなう者ものは、それを救すくうであろう。 36人ひとが全ぜん世界せかいをもうけても、自分じぶんの命いのちを損そんしたら、なんの得とくになろうか。 37また、人ひとはどんな代価だいかを払はらって、その命いのちを買かいもどすことができようか。 38邪悪じゃあくで罪深つみぶかいこの時代じだいにあって、わたしとわたしの言葉ことばとを恥はじる者ものに対たいしては、人ひとの子こもまた、父ちちの栄光えいこうのうちに聖せいなる御使みつかいたちと共ともに来くるときに、その者ものを恥はじるであろう」。
    

  


  


  
    第九章


    
      1また、彼かれらに言いわれた、「よく聞きいておくがよい。神かみの国くにが力ちからをもって来くるのを見みるまでは、決けっして死しを味あじわわない者ものが、ここに立たっている者ものの中なかにいる」。
    


    
      2六日むいかの後のち、イエスは、ただペテロ、ヤコブ、ヨハネだけを連つれて、高たかい山やまに登のぼられた。ところが、彼かれらの目めの前まえでイエスの姿すがたが変かわり、 3その衣ころもは真白まっしろく輝かがやき、どんな布ぬのさらしでも、それほどに白しろくすることはできないくらいになった。 4すると、エリヤがモーセと共ともに彼かれらに現あらわれて、イエスと語かたり合あっていた。 5ペテロはイエスにむかって言いった、「先生せんせい、わたしたちがここにいるのは、すばらしいことです。それで、わたしたちは小屋こやを三つ建たてましょう。一つはあなたのために、一つはモーセのために、一つはエリヤのために」。 6そう言いったのは、みんなの者ものが非常ひじょうに恐おそれていたので、ペテロは何なにを言いってよいか、わからなかったからである。 7すると、雲くもがわき起おこって彼かれらをおおった。そして、その雲くもの中なかから声こえがあった、「これはわたしの愛あいする子こである。これに聞きけ」。 8彼かれらは急いそいで見みまわしたが、もはやだれも見みえず、ただイエスだけが、自分じぶんたちと一緒いっしょにおられた。
    


    
      9一同いちどうが山やまを下くだって来くるとき、イエスは「人ひとの子こが死人しにんの中なかからよみがえるまでは、いま見みたことをだれにも話はなしてはならない」と、彼かれらに命めいじられた。 10彼かれらはこの言葉ことばを心こころにとめ、死人しにんの中なかからよみがえるとはどういうことかと、互たがいに論ろんじ合あった。 11そしてイエスに尋たずねた、「なぜ、律法りっぽう学者がくしゃたちは、エリヤが先さきに来くるはずだと言いっているのですか」。 12イエスは言いわれた、「確たしかに、エリヤが先さきにきて、万事ばんじを元もとどおりに改あらためる。しかし、人ひとの子こについて、彼かれが多おおくの苦くるしみを受うけ、かつ恥はずかしめられると、書かいてあるのはなぜか。 13しかしあなたがたに言いっておく、エリヤはすでにきたのだ。そして彼かれについて書かいてあるように、人々ひとびとは自分じぶんかってに彼かれをあしらった」。
    


    
      14さて、彼かれらがほかの弟子でしたちの所ところにきて見みると、大おおぜいの群衆ぐんしゅうが弟子でしたちを取とり囲かこみ、そして律法りっぽう学者がくしゃたちが彼かれらと論ろんじ合あっていた。 15群衆ぐんしゅうはみな、すぐイエスを見みつけて、非常ひじょうに驚おどろき、駆かけ寄よってきて、あいさつをした。 16イエスが彼かれらに、「あなたがたは彼かれらと何なにを論ろんじているのか」と尋たずねられると、 17群衆ぐんしゅうのひとりが答こたえた、「先生せんせい、おしの霊れいにつかれているわたしのむすこを、こちらに連つれて参まいりました。 18霊れいがこのむすこにとりつきますと、どこででも彼かれを引ひき倒たおし、それから彼かれはあわを吹ふき、歯はをくいしばり、からだをこわばらせてしまいます。それでお弟子でしたちに、この霊れいを追おい出だしてくださるように願ねがいましたが、できませんでした」。 19イエスは答こたえて言いわれた、「ああ、なんという不ふ信仰しんこうな時代じだいであろう。いつまで、わたしはあなたがたと一緒いっしょにおられようか。いつまで、あなたがたに我慢がまんができようか。その子こをわたしの所ところに連つれてきなさい」。 20そこで人々ひとびとは、その子こをみもとに連つれてきた。霊れいがイエスを見みるや否いなや、その子こをひきつけさせたので、子こは地ちに倒たおれ、あわを吹ふきながらころげまわった。 21そこで、イエスが父親ちちおやに「いつごろから、こんなになったのか」と尋たずねられると、父親ちちおやは答こたえた、「幼おさない時ときからです。 22霊れいはたびたび、この子こを火ひの中なか、水みずの中なかに投なげ入いれて、殺ころそうとしました。しかしできますれば、わたしどもをあわれんでお助たすけください」。 23イエスは彼かれに言いわれた、「もしできれば、と言いうのか。信しんずる者ものには、どんな事ことでもできる」。 24その子この父親ちちおやはすぐ叫さけんで言いった、「信しんじます。不ふ信仰しんこうなわたしを、お助たすけください」。 25イエスは群衆ぐんしゅうが駆かけ寄よって来くるのをごらんになって、けがれた霊れいをしかって言いわれた、「おしとつんぼの霊れいよ、わたしがおまえに命めいじる。この子こから出でて行いけ。二度どと、はいって来くるな」。 26すると霊れいは叫さけび声ごえをあげ、激はげしく引ひきつけさせて出でて行いった。その子こは死人しにんのようになったので、多おおくの人ひとは、死しんだのだと言いった。 27しかし、イエスが手てを取とって起おこされると、その子こは立たち上あがった。 28家いえにはいられたとき、弟子でしたちはひそかにお尋たずねした、「わたしたちは、どうして霊れいを追おい出だせなかったのですか」。 29すると、イエスは言いわれた、「このたぐいは、祈いのりによらなければ、どうしても追おい出だすことはできない」。
    


    
      30それから彼かれらはそこを立たち去さり、ガリラヤをとおって行いったが、イエスは人ひとに気きづかれるのを好このまれなかった。 31それは、イエスが弟子でしたちに教おしえて、「人ひとの子こは人々ひとびとの手てにわたされ、彼かれらに殺ころされ、殺ころされてから三日かの後のちによみがえるであろう」と言いっておられたからである。 32しかし、彼かれらはイエスの言いわれたことを悟さとらず、また尋たずねるのを恐おそれていた。
    


    
      33それから彼かれらはカペナウムにきた。そして家いえにおられるとき、イエスは弟子でしたちに尋たずねられた、「あなたがたは途中とちゅうで何なにを論ろんじていたのか」。 34彼かれらは黙だまっていた。それは途中とちゅうで、だれが一ばん偉えらいかと、互たがいに論ろんじ合あっていたからである。 35そこで、イエスはすわって十二弟子でしを呼よび、そして言いわれた、「だれでも一ばん先さきになろうと思おもうならば、一ばんあとになり、みんなに仕つかえる者ものとならねばならない」。 36そして、ひとりの幼おさな子ごをとりあげて、彼かれらのまん中なかに立たたせ、それを抱だいて言いわれた。 37「だれでも、このような幼おさな子ごのひとりを、わたしの名なのゆえに受うけいれる者ものは、わたしを受うけいれるのである。そして、わたしを受うけいれる者ものは、わたしを受うけいれるのではなく、わたしをおつかわしになったかたを受うけいれるのである」。
    


    
      38ヨハネがイエスに言いった、「先生せんせい、わたしたちについてこない者ものが、あなたの名なを使つかって悪霊あくれいを追おい出だしているのを見みましたが、その人ひとはわたしたちについてこなかったので、やめさせました」。 39イエスは言いわれた、「やめさせないがよい。だれでもわたしの名なで力ちからあるわざを行おこないながら、すぐそのあとで、わたしをそしることはできない。 40わたしたちに反対はんたいしない者ものは、わたしたちの味方みかたである。 41だれでも、キリストについている者ものだというので、あなたがたに水みず一杯いっぱいでも飲のませてくれるものは、よく言いっておくが、決けっしてその報むくいからもれることはないであろう。 42また、わたしを信しんじるこれらの小ちいさい者もののひとりをつまずかせる者ものは、大おおきなひきうすを首くびにかけられて海うみに投なげ込こまれた方ほうが、はるかによい。 43もし、あなたの片手かたてが罪つみを犯おかさせるなら、それを切きり捨すてなさい。両手りょうてがそろったままで地獄じごくの消きえない火ひの中なかに落おち込こむよりは、かたわになって命いのちに入はいる方ほうがよい。〔 44地獄じごくでは、うじがつきず、火ひも消きえることがない。〕 45もし、あなたの片足かたあしが罪つみを犯おかさせるなら、それを切きり捨すてなさい。両足りょうあしがそろったままで地獄じごくに投なげ入いれられるよりは、片足かたあしで命いのちに入はいる方ほうがよい。〔 46地獄じごくでは、うじがつきず、火ひも消きえることがない。〕 47もし、あなたの片目かためが罪つみを犯おかさせるなら、それを抜ぬき出だしなさい。両りょう眼がんがそろったままで地獄じごくに投なげ入いれられるよりは、片目かためになって神かみの国くにに入はいる方ほうがよい。 48地獄じごくでは、うじがつきず、火ひも消きえることがない。 49人ひとはすべて火ひで塩しおづけられねばならない。 50塩しおはよいものである。しかし、もしその塩しおの味あじがぬけたら、何なにによってその味あじが取とりもどされようか。あなたがた自身じしんの内うちに塩しおを持もちなさい。そして、互たがいに和やわらぎなさい」。
    

  


  


  
    第十章


    
      1それから、イエスはそこを去さって、ユダヤの地方ちほうとヨルダンの向むこう側がわへ行いかれたが、群衆ぐんしゅうがまた寄より集あつまったので、いつものように、また教おしえておられた。 2そのとき、パリサイ人びとたちが近ちかづいてきて、イエスを試こころみようとして質問しつもんした、「夫おっとはその妻つまを出だしても差さしつかえないでしょうか」。 3イエスは答こたえて言いわれた、「モーセはあなたがたになんと命めいじたか」。 4彼かれらは言いった、「モーセは、離縁りえん状じょうを書かいて妻つまを出だすことを許ゆるしました」。 5そこでイエスは言いわれた、「モーセはあなたがたの心こころが、かたくななので、あなたがたのためにこの定さだめを書かいたのである。 6しかし、天地てんち創造そうぞうの初はじめから、『神かみは人ひとを男おとこと女おんなとに造つくられた。 7それゆえに、人ひとはその父母ふぼを離はなれ、 8ふたりの者ものは一体いったいとなるべきである』。彼かれらはもはや、ふたりではなく一体いったいである。 9だから、神かみが合あわせられたものを、人ひとは離はなしてはならない」。 10家いえにはいってから、弟子でしたちはまたこのことについて尋たずねた。 11そこで、イエスは言いわれた、「だれでも、自分じぶんの妻つまを出だして他たの女おんなをめとる者ものは、その妻つまに対たいして姦淫かんいんを行おこなうのである。 12また妻つまが、その夫おっとと別わかれて他たの男おとこにとつぐならば、姦淫かんいんを行おこなうのである」。
    


    
      13イエスにさわっていただくために、人々ひとびとが幼おさな子ごらをみもとに連つれてきた。ところが、弟子でしたちは彼かれらをたしなめた。 14それを見みてイエスは憤いきどおり、彼かれらに言いわれた、「幼おさな子ごらをわたしの所ところに来くるままにしておきなさい。止とめてはならない。神かみの国くにはこのような者ものの国くにである。 15よく聞きいておくがよい。だれでも幼おさな子ごのように神かみの国くにを受うけいれる者ものでなければ、そこにはいることは決けっしてできない」。 16そして彼かれらを抱いだき、手てをその上うえにおいて祝福しゅくふくされた。
    


    
      17イエスが道みちに出でて行いかれると、ひとりの人ひとが走はしり寄より、みまえにひざまずいて尋たずねた、「よき師しよ、永遠えいえんの生命せいめいを受うけるために、何なにをしたらよいでしょうか」。 18イエスは言いわれた、「なぜわたしをよき者ものと言いうのか。神かみひとりのほかによい者ものはいない。 19いましめはあなたの知しっているとおりである。『殺ころすな、姦淫かんいんするな、盗ぬすむな、偽証ぎしょうを立たてるな。欺あざむき取とるな。父ちちと母ははとを敬うやまえ』」。 20すると、彼かれは言いった、「先生せんせい、それらの事ことはみな、小ちいさい時ときから守まもっております」。 21イエスは彼かれに目めをとめ、いつくしんで言いわれた、「あなたに足たりないことが一つある。帰かえって、持もっているものをみな売うり払はらって、貧まずしい人々ひとびとに施ほどこしなさい。そうすれば、天てんに宝たからを持もつようになろう。そして、わたしに従したがってきなさい」。 22すると、彼かれはこの言葉ことばを聞きいて、顔かおを曇くもらせ、悲かなしみながら立たち去さった。たくさんの資産しさんを持もっていたからである。
    


    
      23それから、イエスは見みまわして、弟子でしたちに言いわれた、「財産ざいさんのある者ものが神かみの国くににはいるのは、なんとむずかしいことであろう」。 24弟子でしたちはこの言葉ことばに驚おどろき怪あやしんだ。イエスは更さらに言いわれた、「子こたちよ、神かみの国くににはいるのは、なんとむずかしいことであろう。 25富とんでいる者ものが神かみの国くににはいるよりは、らくだが針はりの穴あなを通とおる方ほうが、もっとやさしい」。 26すると彼かれらはますます驚おどろいて、互たがいに言いった、「それでは、だれが救すくわれることができるのだろう」。 27イエスは彼かれらを見みつめて言いわれた、「人ひとにはできないが、神かみにはできる。神かみはなんでもできるからである」。 28ペテロがイエスに言いい出だした、「ごらんなさい、わたしたちはいっさいを捨すてて、あなたに従したがって参まいりました」。 29イエスは言いわれた、「よく聞きいておくがよい。だれでもわたしのために、また福音ふくいんのために、家いえ、兄弟きょうだい、姉妹しまい、母はは、父ちち、子こ、もしくは畑はたけを捨すてた者ものは、 30必かならずその百倍ばいを受うける。すなわち、今いまこの時代じだいでは家いえ、兄弟きょうだい、姉妹しまい、母はは、子こおよび畑はたけを迫害はくがいと共ともに受うけ、また、きたるべき世よでは永遠えいえんの生命せいめいを受うける。 31しかし、多おおくの先さきの者ものはあとになり、あとの者ものは先さきになるであろう」。
    


    
      32さて、一同いちどうはエルサレムへ上のぼる途上とじょうにあったが、イエスが先頭せんとうに立たって行いかれたので、彼かれらは驚おどろき怪あやしみ、従したがう者ものたちは恐おそれた。するとイエスはまた十二弟子でしを呼よび寄よせて、自分じぶんの身みに起おころうとすることについて語かたりはじめられた、 33「見みよ、わたしたちはエルサレムへ上のぼって行いくが、人ひとの子こは祭司長さいしちょう、律法りっぽう学者がくしゃたちの手てに引ひきわたされる。そして彼かれらは死刑しけいを宣告せんこくした上うえ、彼かれを異邦人いほうじんに引ひきわたすであろう。 34また彼かれをあざけり、つばきをかけ、むち打うち、ついに殺ころしてしまう。そして彼かれは三日かの後のちによみがえるであろう」。
    


    
      35さて、ゼベダイの子このヤコブとヨハネとがイエスのもとにきて言いった、「先生せんせい、わたしたちがお頼たのみすることは、なんでもかなえてくださるようにお願ねがいします」。 36イエスは彼かれらに「何なにをしてほしいと、願ねがうのか」と言いわれた。 37すると彼かれらは言いった、「栄光えいこうをお受うけになるとき、ひとりをあなたの右みぎに、ひとりを左ひだりにすわるようにしてください」。 38イエスは言いわれた、「あなたがたは自分じぶんが何なにを求もとめているのか、わかっていない。あなたがたは、わたしが飲のむ杯さかずきを飲のみ、わたしが受うけるバプテスマを受うけることができるか」。 39彼かれらは「できます」と答こたえた。するとイエスは言いわれた、「あなたがたは、わたしが飲のむ杯さかずきを飲のみ、わたしが受うけるバプテスマを受うけるであろう。 40しかし、わたしの右みぎ、左ひだりにすわらせることは、わたしのすることではなく、ただ備そなえられている人々ひとびとだけに許ゆるされることである」。 41十人にんの者ものはこれを聞きいて、ヤコブとヨハネとのことで憤慨ふんがいし出だした。 42そこで、イエスは彼かれらを呼よび寄よせて言いわれた、「あなたがたの知しっているとおり、異邦人いほうじんの支配者しはいしゃと見みられている人々ひとびとは、その民たみを治おさめ、また偉えらい人ひとたちは、その民たみの上うえに権力けんりょくをふるっている。 43しかし、あなたがたの間あいだでは、そうであってはならない。かえって、あなたがたの間あいだで偉えらくなりたいと思おもう者ものは、仕つかえる人ひととなり、 44あなたがたの間あいだでかしらになりたいと思おもう者ものは、すべての人ひとの僕しもべとならねばならない。 45人ひとの子こがきたのも、仕つかえられるためではなく、仕つかえるためであり、また多おおくの人ひとのあがないとして、自分じぶんの命いのちを与あたえるためである」。
    


    
      46それから、彼かれらはエリコにきた。そして、イエスが弟子でしたちや大おおぜいの群衆ぐんしゅうと共ともにエリコから出でかけられたとき、テマイの子こ、バルテマイという盲人もうじんのこじきが、道みちばたにすわっていた。 47ところが、ナザレのイエスだと聞きいて、彼かれは「ダビデの子こイエスよ、わたしをあわれんでください」と叫さけび出だした。 48多おおくの人々ひとびとは彼かれをしかって黙だまらせようとしたが、彼かれはますます激はげしく叫さけびつづけた、「ダビデの子こイエスよ、わたしをあわれんでください」。 49イエスは立たちどまって「彼かれを呼よべ」と命めいじられた。そこで、人々ひとびとはその盲人もうじんを呼よんで言いった、「喜よろこべ、立たて、おまえを呼よんでおられる」。 50そこで彼かれは上着うわぎを脱ぬぎ捨すて、踊おどりあがってイエスのもとにきた。 51イエスは彼かれにむかって言いわれた、「わたしに何なにをしてほしいのか」。その盲人もうじんは言いった、「先生せんせい、見みえるようになることです」。 52そこでイエスは言いわれた、「行いけ、あなたの信仰しんこうがあなたを救すくった」。すると彼かれは、たちまち見みえるようになり、イエスに従したがって行いった。
    

  


  


  
    第十一章


    
      1さて、彼かれらがエルサレムに近ちかづき、オリブの山やまに沿そったベテパゲ、ベタニヤの附近ふきんにきた時とき、イエスはふたりの弟子でしをつかわして言いわれた、 2「むこうの村むらへ行いきなさい。そこにはいるとすぐ、まだだれも乗のったことのないろばの子こが、つないであるのを見みるであろう。それを解といて引ひいてきなさい。 3もし、だれかがあなたがたに、なぜそんな事ことをするのかと言いったなら、主しゅがお入いり用ようなのです。またすぐ、ここへ返かえしてくださいますと、言いいなさい」。 4そこで、彼かれらは出でかけて行いき、そして表通おもてどおりの戸口とぐちに、ろばの子こがつないであるのを見みたので、それを解といた。 5すると、そこに立たっていた人々ひとびとが言いった、「そのろばの子こを解といて、どうするのか」。 6弟子でしたちは、イエスが言いわれたとおり彼かれらに話はなしたので、ゆるしてくれた。 7そこで、弟子でしたちは、そのろばの子こをイエスのところに引ひいてきて、自分じぶんたちの上着うわぎをそれに投なげかけると、イエスはその上うえにお乗のりになった。 8すると多おおくの人々ひとびとは自分じぶんたちの上着うわぎを道みちに敷しき、また他たの人々ひとびとは葉はのついた枝えだを野原のはらから切きってきて敷しいた。 9そして、前まえに行ゆく者ものも、あとに従したがう者ものも共ともに叫さけびつづけた、

      
        「ホサナ、

        主しゅの御名みなによってきたる者ものに、祝福しゅくふくあれ。

        10今いまきたる、われらの父ちちダビデの国くにに、祝福しゅくふくあれ。

        いと高たかき所ところに、ホサナ」。

      
11こうしてイエスはエルサレムに着つき、宮みやにはいられた。そして、すべてのものを見みまわった後のち、もはや時ときもおそくなっていたので、十二弟子でしと共ともにベタニヤに出でて行いかれた。
    


    
      12翌日よくじつ、彼かれらがベタニヤから出でかけてきたとき、イエスは空腹くうふくをおぼえられた。 13そして、葉はの茂しげったいちじくの木きを遠とおくからごらんになって、その木きに何なにかありはしないかと近寄ちかよられたが、葉はのほかは何なにも見当みあたらなかった。いちじくの季節きせつでなかったからである。 14そこで、イエスはその木きにむかって、「今いまから後のちいつまでも、おまえの実みを食たべる者ものがないように」と言いわれた。弟子でしたちはこれを聞きいていた。
    


    
      15それから、彼かれらはエルサレムにきた。イエスは宮みやに入はいり、宮みやの庭にわで売うり買かいしていた人々ひとびとを追おい出だしはじめ、両替人りょうがえにんの台だいや、はとを売うる者ものの腰掛こしかけをくつがえし、 16また器うつわものを持もって宮みやの庭にわを通とおり抜ぬけるのをお許ゆるしにならなかった。 17そして、彼かれらに教おしえて言いわれた、「『わたしの家いえは、すべての国民こくみんの祈いのりの家いえととなえらるべきである』と書かいてあるではないか。それだのに、あなたがたはそれを強盗ごうとうの巣すにしてしまった」。 18祭司長さいしちょう、律法りっぽう学者がくしゃたちはこれを聞きいて、どうかしてイエスを殺ころそうと計はかった。彼かれらは、群衆ぐんしゅうがみなその教おしえに感動かんどうしていたので、イエスを恐おそれていたからである。
    


    
      19夕方ゆうがたになると、イエスと弟子でしたちとは、いつものように都みやこの外そとに出でて行いった。
    


    
      20朝あさはやく道みちをとおっていると、彼かれらは先さきのいちじくが根元ねもとから枯かれているのを見みた。 21そこで、ペテロは思おもい出だしてイエスに言いった、「先生せんせい、ごらんなさい。あなたがのろわれたいちじくが、枯かれています」。 22イエスは答こたえて言いわれた、「神かみを信しんじなさい。 23よく聞きいておくがよい。だれでもこの山やまに、動うごき出だして、海うみの中なかにはいれと言いい、その言いったことは必かならず成なると、心こころに疑うたがわないで信しんじるなら、そのとおりに成なるであろう。 24そこで、あなたがたに言いうが、なんでも祈いのり求もとめることは、すでにかなえられたと信しんじなさい。そうすれば、そのとおりになるであろう。 25また立たって祈いのるとき、だれかに対たいして、何なにか恨うらみ事ことがあるならば、ゆるしてやりなさい。そうすれば、天てんにいますあなたがたの父ちちも、あなたがたのあやまちを、ゆるしてくださるであろう。〔 26もしゆるさないならば、天てんにいますあなたがたの父ちちも、あなたがたのあやまちを、ゆるしてくださらないであろう〕」。
    


    
      27彼かれらはまたエルサレムにきた。そして、イエスが宮みやの内うちを歩あるいておられると、祭司長さいしちょう、律法りっぽう学者がくしゃ、長老ちょうろうたちが、みもとにきて言いった、 28「何なにの権威けんいによってこれらの事ことをするのですか。だれが、そうする権威けんいを授さづけたのですか」。 29そこで、イエスは彼かれらに言いわれた、「一つだけ尋たずねよう。それに答こたえてほしい。そうしたら、何なにの権威けんいによって、わたしがこれらの事ことをするのか、あなたがたに言いおう。 30ヨハネのバプテスマは天てんからであったか、人ひとからであったか、答こたえなさい」。 31すると、彼かれらは互たがいに論ろんじて言いった、「もし天てんからだと言いえば、では、なぜ彼かれを信しんじなかったのか、とイエスは言いうだろう。 32しかし、人ひとからだと言いえば……」。彼かれらは群衆ぐんしゅうを恐おそれていた。人々ひとびとが皆みな、ヨハネを預言者よげんしゃだとほんとうに思おもっていたからである。 33それで彼かれらは「わたしたちにはわかりません」と答こたえた。するとイエスは言いわれた、「わたしも何なにの権威けんいによってこれらの事ことをするのか、あなたがたに言いうまい」。
    

  


  


  
    第十二章


    
      1そこでイエスは譬たとえで彼かれらに語かたり出だされた、「ある人ひとがぶどう園えんを造つくり、垣かきをめぐらし、また酒さかぶねの穴あなを掘ほり、やぐらを立たて、それを農夫のうふたちに貸かして、旅たびに出でかけた。 2季節きせつになったので、農夫のうふたちのところへ、ひとりの僕しもべを送おくって、ぶどう園えんの収穫しゅうかくの分わけ前まえを取とり立たてさせようとした。 3すると、彼かれらはその僕しもべをつかまえて、袋ふくろだたきにし、から手てで帰かえらせた。 4また他たの僕しもべを送おくったが、その頭あたまをなぐって侮辱ぶじょくした。 5そこでまた他たの者ものを送おくったが、今度こんどはそれを殺ころしてしまった。そのほか、なお大おおぜいの者ものを送おくったが、彼かれらを打うったり、殺ころしたりした。 6ここに、もうひとりの者ものがいた。それは彼かれの愛子あいしであった。自分じぶんの子こは敬うやまってくれるだろうと思おもって、最後さいごに彼かれをつかわした。 7すると、農夫のうふたちは『あれはあと取とりだ。さあ、これを殺ころしてしまおう。そうしたら、その財産ざいさんはわれわれのものになるのだ』と話はなし合あい、 8彼かれをつかまえて殺ころし、ぶどう園えんの外そとに投なげ捨すてた。 9このぶどう園えんの主人しゅじんは、どうするだろうか。彼かれは出でてきて、農夫のうふたちを殺ころし、ぶどう園えんを他たの人々ひとびとに与あたえるであろう。 10あなたがたは、この聖書せいしょの句くを読よんだことがないのか。

      
        『家いえ造つくりらの捨すてた石いしが

        隅すみのかしら石いしになった。

        11これは主しゅがなされたことで、

        わたしたちの目めには不思議ふしぎに見みえる』」。

      
12彼かれらはいまの譬たとえが、自分じぶんたちに当あてて語かたられたことを悟さとったので、イエスを捕とらえようとしたが、群衆ぐんしゅうを恐おそれた。そしてイエスをそこに残のこして立たち去さった。
    


    
      13さて、人々ひとびとはパリサイ人びとやヘロデ党とうの者ものを数人すうにん、イエスのもとにつかわして、その言葉ことばじりを捕とらえようとした。 14彼かれらはきてイエスに言いった、「先生せんせい、わたしたちはあなたが真実しんじつなかたで、だれをも、はばかられないことを知しっています。あなたは人ひとに分わけ隔へだてをなさらないで、真理しんりに基もとづいて神かみの道みちを教おしえてくださいます。ところで、カイザルに税金ぜいきんを納おさめてよいでしょうか、いけないでしょうか。納おさめるべきでしょうか、納おさめてはならないのでしょうか」。 15イエスは彼かれらの偽善ぎぜんを見抜みぬいて言いわれた、「なぜわたしをためそうとするのか。デナリを持もってきて見みせなさい」。 16彼かれらはそれを持もってきた。そこでイエスは言いわれた、「これは、だれの肖像しょうぞう、だれの記号きごうか」。彼かれらは「カイザルのです」と答こたえた。 17するとイエスは言いわれた、「カイザルのものはカイザルに、神かみのものは神かみに返かえしなさい」。彼かれらはイエスに驚嘆きょうたんした。
    


    
      18復活ふっかつということはないと主張しゅちょうしていたサドカイ人びとたちが、イエスのもとにきて質問しつもんした、 19「先生せんせい、モーセは、わたしたちのためにこう書かいています、『もし、ある人ひとの兄あにが死しんで、その残のこされた妻つまに、子こがない場合ばあいには、弟おとうとはこの女おんなをめとって、兄あにのために子こをもうけねばならない』。 20ここに、七人にんの兄弟きょうだいがいました。長男ちょうなんは妻つまをめとりましたが、子こがなくて死しに、 21次男じなんがその女おんなをめとって、また子こをもうけずに死しに、三男さんなんも同様どうようでした。 22こうして、七人にんともみな子孫しそんを残のこしませんでした。最後さいごにその女おんなも死しにました。 23復活ふっかつのとき、彼かれらが皆みなよみがえった場合ばあい、この女おんなはだれの妻つまなのでしょうか。七人にんとも彼女かのじょを妻つまにしたのですが」。 24イエスは言いわれた、「あなたがたがそんな思おもい違ちがいをしているのは、聖書せいしょも神かみの力ちからも知しらないからではないか。 25彼かれらが死人しにんの中なかからよみがえるときには、めとったり、とついだりすることはない。彼かれらは天てんにいる御使みつかいのようなものである。 26死人しにんがよみがえることについては、モーセの書しょの柴しばの篇へんで、神かみがモーセに仰おおせられた言葉ことばを読よんだことがないのか。『わたしはアブラハムの神かみ、イサクの神かみ、ヤコブの神かみである』とあるではないか。 27神かみは死しんだ者ものの神かみではなく、生いきている者ものの神かみである。あなたがたは非常ひじょうな思おもい違ちがいをしている」。
    


    
      28ひとりの律法りっぽう学者がくしゃがきて、彼かれらが互たがいに論ろんじ合あっているのを聞きき、またイエスが巧たくみに答こたえられたのを認みとめて、イエスに質問しつもんした、「すべてのいましめの中なかで、どれが第だい一のものですか」。 29イエスは答こたえられた、「第だい一のいましめはこれである、『イスラエルよ、聞きけ。主しゅなるわたしたちの神かみは、ただひとりの主しゅである。 30心こころをつくし、精神せいしんをつくし、思おもいをつくし、力ちからをつくして、主しゅなるあなたの神かみを愛あいせよ』。 31第だい二はこれである、『自分じぶんを愛あいするようにあなたの隣となり人ひとを愛あいせよ』。これより大事だいじないましめは、ほかにない」。 32そこで、この律法りっぽう学者がくしゃはイエスに言いった、「先生せんせい、仰おおせのとおりです、『神かみはひとりであって、そのほかに神かみはない』と言いわれたのは、ほんとうです。 33また『心こころをつくし、知恵ちえをつくし、力ちからをつくして神かみを愛あいし、また自分じぶんを愛あいするように隣となり人ひとを愛あいする』ということは、すべての燔祭はんさいや犠牲ぎせいよりも、はるかに大事だいじなことです」。 34イエスは、彼かれが適切てきせつな答こたえをしたのを見みて言いわれた、「あなたは神かみの国くにから遠とおくない」。それから後のちは、イエスにあえて問とう者ものはなかった。
    


    
      35イエスが宮みやで教おしえておられたとき、こう言いわれた、「律法りっぽう学者がくしゃたちは、どうしてキリストをダビデの子こだと言いうのか。 36ダビデ自身じしんが聖霊せいれいに感かんじて言いった、

      
        『主しゅはわが主しゅに仰おおせになった、

        あなたの敵てきをあなたの足あしもとに置おくときまでは、

        わたしの右みぎに座ざしていなさい』。

      
37このように、ダビデ自身じしんがキリストを主しゅと呼よんでいる。それなら、どうしてキリストはダビデの子こであろうか」。
    


    
      大おおぜいの群衆ぐんしゅうは、喜よろこんでイエスに耳みみを傾かたむけていた。 38イエスはその教おしえの中なかで言いわれた、「律法りっぽう学者がくしゃに気きをつけなさい。彼かれらは長ながい衣ころもを着きて歩あるくことや、広場ひろばであいさつされることや、 39また会堂かいどうの上席じょうせき、宴会えんかいの上座かみざを好このんでいる。 40また、やもめたちの家いえを食くい倒たおし、見みえのために長ながい祈いのりをする。彼かれらはもっときびしいさばきを受うけるであろう」。
    


    
      41イエスは、さいせん箱はこにむかってすわり、群衆ぐんしゅうがその箱はこに金かねを投なげ入いれる様子ようすを見みておられた。多おおくの金持かねもちは、たくさんの金かねを投なげ入いれていた。 42ところが、ひとりの貧まずしいやもめがきて、レプタ二つを入いれた。それは一コドラントに当あたる。 43そこで、イエスは弟子でしたちを呼よび寄よせて言いわれた、「よく聞ききなさい。あの貧まずしいやもめは、さいせん箱はこに投なげ入いれている人ひとたちの中なかで、だれよりもたくさん入いれたのだ。 44みんなの者ものはありあまる中なかから投なげ入いれたが、あの婦人ふじんはその乏とぼしい中なかから、あらゆる持もち物もの、その生活せいかつ費ひ全部ぜんぶを入いれたからである」。
    

  


  


  
    第十三章


    
      1イエスが宮みやから出でて行いかれるとき、弟子でしのひとりが言いった、「先生せんせい、ごらんなさい。なんという見事みごとな石いし、なんという立派りっぱな建物たてものでしょう」。 2イエスは言いわれた、「あなたは、これらの大おおきな建物たてものをながめているのか。その石いし一つでもくずされないままで、他たの石いしの上うえに残のこることもなくなるであろう」。
    


    
      3またオリブ山やまで、宮みやにむかってすわっておられると、ペテロ、ヤコブ、ヨハネ、アンデレが、ひそかにお尋たずねした。 4「わたしたちにお話はなしください。いつ、そんなことが起おこるのでしょうか。またそんなことがことごとく成就じょうじゅするような場合ばあいには、どんな前兆ぜんちょうがありますか」。 5そこで、イエスは話はなしはじめられた、「人ひとに惑まどわされないように気きをつけなさい。 6多おおくの者ものがわたしの名なを名なのって現あらわれ、自分じぶんがそれだと言いって、多おおくの人ひとを惑まどわすであろう。 7また、戦争せんそうと戦争せんそうのうわさとを聞きくときにも、あわてるな。それは起おこらねばならないが、まだ終おわりではない。 8民たみは民たみに、国くには国くにに敵対てきたいして立たち上あがるであろう。またあちこちに地震じしんがあり、またききんが起おこるであろう。これらは産うみの苦くるしみの初はじめである。
    


    
      9あなたがたは自分じぶんで気きをつけていなさい。あなたがたは、わたしのために、衆議所しゅうぎしょに引ひきわたされ、会堂かいどうで打うたれ、長官ちょうかんたちや王おうたちの前まえに立たたされ、彼かれらに対たいしてあかしをさせられるであろう。 10こうして、福音ふくいんはまずすべての民たみに宣のべ伝つたえられねばならない。 11そして、人々ひとびとがあなたがたを連つれて行いって引ひきわたすとき、何なにを言いおうかと、前まえもって心配しんぱいするな。その場合ばあい、自分じぶんに示しめされることを語かたるがよい。語かたる者ものはあなたがた自身じしんではなくて、聖霊せいれいである。 12また兄弟きょうだいは兄弟きょうだいを、父ちちは子こを殺ころすために渡わたし、子こは両親りょうしんに逆さからって立たち、彼かれらを殺ころさせるであろう。 13また、あなたがたはわたしの名なのゆえに、すべての人ひとに憎にくまれるであろう。しかし、最後さいごまで耐たえ忍しのぶ者ものは救すくわれる。
    


    
      14荒あらす憎にくむべきものが、立たってはならぬ所ところに立たつのを見みたならば（読者どくしゃよ、悟さとれ）、そのとき、ユダヤにいる人々ひとびとは山やまへ逃にげよ。 15屋上おくじょうにいる者ものは、下したにおりるな。また家いえから物ものを取とり出だそうとして内うちにはいるな。 16畑はたけにいる者ものは、上着うわぎを取とりにあとへもどるな。 17その日ひには、身重みおもの女おんなと乳飲ちのみ子ごをもつ女おんなとは、不幸ふこうである。 18この事ことが冬ふゆおこらぬように祈いのれ。 19その日ひには、神かみが万物ばんぶつを造つくられた創造そうぞうの初はじめから現在げんざいに至いたるまで、かつてなく今後こんごもないような患難かんなんが起おこるからである。 20もし主しゅがその期間きかんを縮ちぢめてくださらないなら、救すくわれる者ものはひとりもないであろう。しかし、選えらばれた選民せんみんのために、その期間きかんを縮ちぢめてくださったのである。 21そのとき、だれかがあなたがたに『見みよ、ここにキリストがいる』、『見みよ、あそこにいる』と言いっても、それを信しんじるな。 22にせキリストたちや、にせ預言者よげんしゃたちが起おこって、しるしと奇跡きせきとを行おこない、できれば、選民せんみんをも惑まどわそうとするであろう。 23だから、気きをつけていなさい。いっさいの事ことを、あなたがたに前まえもって言いっておく。
    


    
      24その日ひには、この患難かんなんの後のち、日ひは暗くらくなり、月つきはその光ひかりを放はなつことをやめ、 25星ほしは空そらから落おち、天体てんたいは揺ゆり動うごかされるであろう。 26そのとき、大おおいなる力ちからと栄光えいこうとをもって、人ひとの子こが雲くもに乗のって来くるのを、人々ひとびとは見みるであろう。 27そのとき、彼かれは御使みつかいたちをつかわして、地ちのはてから天てんのはてまで、四方しほうからその選民せんみんを呼よび集あつめるであろう。
    


    
      28いちじくの木きからこの譬たとえを学まなびなさい。その枝えだが柔やわらかになり、葉はが出でるようになると、夏なつの近ちかいことがわかる。 29そのように、これらの事ことが起おこるのを見みたならば、人ひとの子こが戸口とぐちまで近ちかづいていると知しりなさい。 30よく聞きいておきなさい。これらの事ことが、ことごとく起おこるまでは、この時代じだいは滅ほろびることがない。 31天地てんちは滅ほろびるであろう。しかしわたしの言葉ことばは滅ほろびることがない。 32その日ひ、その時ときは、だれも知しらない。天てんにいる御使みつかいたちも、また子こも知しらない、ただ父ちちだけが知しっておられる。 33気きをつけて、目めをさましていなさい。その時ときがいつであるか、あなたがたにはわからないからである。 34それはちょうど、旅たびに立たつ人ひとが家いえを出でるに当あたり、その僕しもべたちに、それぞれ仕事しごとを割わり当あてて責任せきにんをもたせ、門番もんばんには目めをさましておれと、命めいじるようなものである。 35だから、目めをさましていなさい。いつ、家いえの主人しゅじんが帰かえって来くるのか、夕方ゆうがたか、夜中よなかか、にわとりの鳴なくころか、明あけ方がたか、わからないからである。 36あるいは急きゅうに帰かえってきて、あなたがたの眠ねむっているところを見みつけるかも知しれない。 37目めをさましていなさい。わたしがあなたがたに言いうこの言葉ことばは、すべての人々ひとびとに言いうのである」。
    

  


  


  
    第十四章


    
      1さて、過越すぎこしと除酵じょこうとの祭まつりの二日か前まえになった。祭司長さいしちょうたちや律法りっぽう学者がくしゃたちは、策略さくりゃくをもってイエスを捕とらえたうえ、なんとかして殺ころそうと計はかっていた。 2彼かれらは、「祭まつりの間あいだはいけない。民衆みんしゅうが騒さわぎを起おこすかも知しれない」と言いっていた。
    


    
      3イエスがベタニヤで、らい病人びょうにんシモンの家いえにいて、食卓しょくたくについておられたとき、ひとりの女おんなが、非常ひじょうに高価こうかで純粋じゅんすいなナルドの香油こうゆが入いれてある石膏せっこうのつぼを持もってきて、それをこわし、香油こうゆをイエスの頭あたまに注そそぎかけた。 4すると、ある人々ひとびとが憤いきどおって互たがいに言いった、「なんのために香油こうゆをこんなにむだにするのか。 5この香油こうゆを三百デナリ以上いじょうにでも売うって、貧まずしい人ひとたちに施ほどこすことができたのに」。そして女おんなをきびしくとがめた。 6するとイエスは言いわれた、「するままにさせておきなさい。なぜ女おんなを困こまらせるのか。わたしによい事ことをしてくれたのだ。 7貧まずしい人ひとたちはいつもあなたがたと一緒いっしょにいるから、したいときにはいつでも、よい事ことをしてやれる。しかし、わたしはあなたがたといつも一緒いっしょにいるわけではない。 8この女おんなはできる限かぎりの事ことをしたのだ。すなわち、わたしのからだに油あぶらを注そそいで、あらかじめ葬ほうむりの用意よういをしてくれたのである。 9よく聞ききなさい。全ぜん世界せかいのどこででも、福音ふくいんが宣のべ伝つたえられる所ところでは、この女おんなのした事ことも記念きねんとして語かたられるであろう」。
    


    
      10ときに、十二弟子でしのひとりイスカリオテのユダは、イエスを祭司長さいしちょうたちに引ひきわたそうとして、彼かれらの所ところへ行いった。 11彼かれらはこれを聞きいて喜よろこび、金きんを与あたえることを約束やくそくした。そこでユダは、どうかしてイエスを引ひきわたそうと、機会きかいをねらっていた。
    


    
      12除酵祭じょこうさいの第だい一日にち、すなわち過越すぎこしの小羊こひつじをほふる日ひに、弟子でしたちがイエスに尋たずねた、「わたしたちは、過越すぎこしの食事しょくじをなさる用意よういを、どこへ行いってしたらよいでしょうか」。 13そこで、イエスはふたりの弟子でしを使つかいに出だして言いわれた、「市内しないに行いくと、水みずがめを持もっている男おとこに出会であうであろう。その人ひとについて行いきなさい。 14そして、その人ひとがはいって行いく家いえの主人しゅじんに言いいなさい、『弟子でしたちと一緒いっしょに過越すぎこしの食事しょくじをする座敷ざしきはどこか、と先生せんせいが言いっておられます』。 15するとその主人しゅじんは、席せきを整ととのえて用意よういされた二階かいの広間ひろまを見みせてくれるから、そこにわたしたちのために用意よういをしなさい」。 16弟子でしたちは出でかけて市内しないに行いって見みると、イエスが言いわれたとおりであったので、過越すぎこしの食事しょくじの用意よういをした。
    


    
      17夕方ゆうがたになって、イエスは十二弟子でしと一緒いっしょにそこに行いかれた。 18そして、一同いちどうが席せきについて食事しょくじをしているとき言いわれた、「特とくにあなたがたに言いっておくが、あなたがたの中なかのひとりで、わたしと一緒いっしょに食事しょくじをしている者ものが、わたしを裏切うらぎろうとしている」。 19弟子でしたちは心配しんぱいして、ひとりびとり「まさか、わたしではないでしょう」と言いい出だした。 20イエスは言いわれた、「十二人にんの中なかのひとりで、わたしと一緒いっしょに同おなじ鉢はちにパンをひたしている者ものが、それである。 21たしかに人ひとの子こは、自分じぶんについて書かいてあるとおりに去さって行いく。しかし、人ひとの子こを裏切うらぎるその人ひとは、わざわいである。その人ひとは生うまれなかった方ほうが、彼かれのためによかったであろう」。
    


    
      22一同いちどうが食事しょくじをしているとき、イエスはパンを取とり、祝福しゅくふくしてこれをさき、弟子でしたちに与あたえて言いわれた、「取とれ、これはわたしのからだである」。 23また杯さかずきを取とり、感謝かんしゃして彼かれらに与あたえられると、一同いちどうはその杯さかずきから飲のんだ。 24イエスはまた言いわれた、「これは、多おおくの人ひとのために流ながすわたしの契約けいやくの血ちである。 25あなたがたによく言いっておく。神かみの国くにで新あたらしく飲のむその日ひまでは、わたしは決けっして二度どと、ぶどうの実みから造つくったものを飲のむことをしない」。
    


    
      26彼かれらは、さんびを歌うたった後のち、オリブ山やまへ出でかけて行いった。
    


    
      27そのとき、イエスは弟子でしたちに言いわれた、「あなたがたは皆みな、わたしにつまずくであろう。『わたしは羊飼ひつじかいを打うつ。そして、羊ひつじは散ちらされるであろう』と書かいてあるからである。 28しかしわたしは、よみがえってから、あなたがたより先さきにガリラヤへ行いくであろう」。 29するとペテロはイエスに言いった、「たとい、みんなの者ものがつまずいても、わたしはつまずきません」。 30イエスは言いわれた、「あなたによく言いっておく。きょう、今夜こんや、にわとりが二度ど鳴なく前まえに、そう言いうあなたが、三度どわたしを知しらないと言いうだろう」。 31ペテロは力ちからをこめて言いった、「たといあなたと一緒いっしょに死しなねばならなくなっても、あなたを知しらないなどとは、決けっして申もうしません」。みんなの者ものもまた、同おなじようなことを言いった。
    


    
      32さて、一同いちどうはゲツセマネという所ところにきた。そしてイエスは弟子でしたちに言いわれた、「わたしが祈いのっている間あいだ、ここにすわっていなさい」。 33そしてペテロ、ヤコブ、ヨハネを一緒いっしょに連つれて行いかれたが、恐おそれおののき、また悩なやみはじめて、彼かれらに言いわれた、 34「わたしは悲かなしみのあまり死しぬほどである。ここに待まっていて、目めをさましていなさい」。 35そして少すこし進すすんで行いき、地ちにひれ伏ふし、もしできることなら、この時ときを過すぎ去さらせてくださるようにと祈いのりつづけ、そして言いわれた、 36「アバ、父ちちよ、あなたには、できないことはありません。どうか、この杯さかずきをわたしから取とりのけてください。しかし、わたしの思おもいではなく、みこころのままになさってください」。 37それから、きてごらんになると、弟子でしたちが眠ねむっていたので、ペテロに言いわれた、「シモンよ、眠ねむっているのか、ひと時ときも目めをさましていることができなかったのか。 38誘惑ゆうわくに陥おちいらないように、目めをさまして祈いのっていなさい。心こころは熱ねっしているが、肉体にくたいが弱よわいのである」。 39また離はなれて行いって同おなじ言葉ことばで祈いのられた。 40またきてごらんになると、彼かれらはまだ眠ねむっていた。その目めが重おもくなっていたのである。そして、彼かれらはどうお答こたえしてよいか、わからなかった。 41三度目どめにきて言いわれた、「まだ眠ねむっているのか、休やすんでいるのか。もうそれでよかろう。時ときがきた。見みよ、人ひとの子こは罪人つみびとらの手てに渡わたされるのだ。 42立たて、さあ行いこう。見みよ、わたしを裏切うらぎる者ものが近ちかづいてきた」。
    


    
      43そしてすぐ、イエスがまだ話はなしておられるうちに、十二弟子でしのひとりのユダが進すすみよってきた。また祭司長さいしちょう、律法りっぽう学者がくしゃ、長老ちょうろうたちから送おくられた群衆ぐんしゅうも、剣けんと棒ぼうとを持もって彼かれについてきた。 44イエスを裏切うらぎる者ものは、あらかじめ彼かれらに合図あいずをしておいた、「わたしの接吻せっぷんする者ものが、その人ひとだ。その人ひとをつかまえて、まちがいなく引ひひっぱって行いけ」。 45彼かれは来くるとすぐ、イエスに近寄ちかより、「先生せんせい」と言いって接吻せっぷんした。 46人々ひとびとはイエスに手てをかけてつかまえた。 47すると、イエスのそばに立たっていた者もののひとりが、剣けんを抜ぬいて大祭司だいさいしの僕しもべに切きりかかり、その片耳かたみみを切きり落おとした。 48イエスは彼かれらにむかって言いわれた、「あなたがたは強盗ごうとうにむかうように、剣けんや棒ぼうを持もってわたしを捕とらえにきたのか。 49わたしは毎日まいにちあなたがたと一緒いっしょに宮みやにいて教おしえていたのに、わたしをつかまえはしなかった。しかし聖書せいしょの言葉ことばは成就じょうじゅされねばならない」。 50弟子でしたちは皆みなイエスを見捨みすてて逃にげ去さった。
    


    
      51ときに、ある若者わかものが身みに亜麻布あまぬのをまとって、イエスのあとについて行いったが、人々ひとびとが彼かれをつかまえようとしたので、 52その亜麻布あまぬのを捨すてて、裸はだかで逃にげて行いった。
    


    
      53それから、イエスを大祭司だいさいしのところに連つれて行いくと、祭司長さいしちょう、長老ちょうろう、律法りっぽう学者がくしゃたちがみな集あつまってきた。 54ペテロは遠とおくからイエスについて行いって、大祭司だいさいしの中庭なかにわまではいり込こみ、その下役したやくどもにまじってすわり、火ひにあたっていた。
    


    
      55さて、祭司長さいしちょうたちと全ぜん議会ぎかいとは、イエスを死刑しけいにするために、イエスに不利ふりな証拠しょうこを見みつけようとしたが、得えられなかった。 56多おおくの者ものがイエスに対たいして偽証ぎしょうを立たてたが、その証言しょうげんが合あわなかったからである。 57ついに、ある人々ひとびとが立たちあがり、イエスに対たいして偽証ぎしょうを立たてて言いった、 58「わたしたちはこの人ひとが『わたしは手てで造つくったこの神殿しんでんを打うちこわし、三日かの後のちに手てで造つくられない別べつの神殿しんでんを建たてるのだ』と言いうのを聞ききました」。 59しかし、このような証言しょうげんも互たがいに合あわなかった。 60そこで大祭司だいさいしが立たちあがって、まん中なかに進すすみ、イエスに聞ききただして言いった、「何なにも答こたえないのか。これらの人々ひとびとがあなたに対たいして不利ふりな証言しょうげんを申もうし立たてているが、どうなのか」。 61しかし、イエスは黙だまっていて、何なにもお答こたえにならなかった。大祭司だいさいしは再ふたたび聞ききただして言いった、「あなたは、ほむべき者ものの子こ、キリストであるか」。 62イエスは言いわれた、「わたしがそれである。あなたがたは人ひとの子こが力ちからある者ものの右みぎに座ざし、天てんの雲くもに乗のって来くるのを見みるであろう」。 63すると、大祭司だいさいしはその衣ころもを引ひき裂さいて言いった、「どうして、これ以上いじょう、証人しょうにんの必要ひつようがあろう。 64あなたがたはこのけがし言ごとを聞きいた。あなたがたの意見いけんはどうか」。すると、彼かれらは皆みな、イエスを死しに当あたるものと断定だんていした。 65そして、ある者ものはイエスにつばきをかけ、目隠めかくしをし、こぶしでたたいて、「言いいあててみよ」と言いいはじめた。また下役したやくどもはイエスを引ひきとって、手てのひらでたたいた。
    


    
      66ペテロは下したで中庭なかにわにいたが、大祭司だいさいしの女中じょちゅうのひとりがきて、 67ペテロが火ひにあたっているのを見みると、彼かれを見みつめて、「あなたもあのナザレ人びとイエスと一緒いっしょだった」と言いった。 68するとペテロはそれを打うち消けして、「わたしは知しらない。あなたの言いうことがなんの事ことか、わからない」と言いって、庭口にわぐちの方ほうに出でて行いった。 69ところが、先さきの女中じょちゅうが彼かれを見みて、そばに立たっていた人々ひとびとに、またもや「この人ひとはあの仲間なかまのひとりです」と言いいだした。 70ペテロは再ふたたびそれを打うち消けした。しばらくして、そばに立たっていた人ひとたちがまたペテロに言いった、「確たしかにあなたは彼かれらの仲間なかまだ。あなたもガリラヤ人びとだから」。 71しかし、彼かれは、「あなたがたの話はなしているその人ひとのことは何なにも知しらない」と言いい張はって、激はげしく誓ちかいはじめた。 72するとすぐ、にわとりが二度目どめに鳴ないた。ペテロは、「にわとりが二度ど鳴なく前まえに、三度どわたしを知しらないと言いうであろう」と言いわれたイエスの言葉ことばを思おもい出だし、そして思おもいかえして泣なきつづけた。
    

  


  


  
    第十五章


    
      1夜よが明あけるとすぐ、祭司長さいしちょうたちは長老ちょうろう、律法りっぽう学者がくしゃたち、および全ぜん議会ぎかいと協議きょうぎをこらした末すえ、イエスを縛しばって引ひき出だし、ピラトに渡わたした。 2ピラトはイエスに尋たずねた、「あなたがユダヤ人じんの王おうであるか」。イエスは、「そのとおりである」とお答こたえになった。 3そこで祭司長さいしちょうたちは、イエスのことをいろいろと訴うったえた。 4ピラトはもう一度いちどイエスに尋たずねた、「何なにも答こたえないのか。見みよ、あなたに対たいしてあんなにまで次々つぎつぎに訴うったえているではないか」。 5しかし、イエスはピラトが不思議ふしぎに思おもうほどに、もう何なにもお答こたえにならなかった。
    


    
      6さて、祭まつりのたびごとに、ピラトは人々ひとびとが願ねがい出でる囚人しゅうじんひとりを、ゆるしてやることにしていた。 7ここに、暴動ぼうどうを起おこし人殺ひとごろしをしてつながれていた暴徒ぼうとの中なかに、バラバという者ものがいた。 8群衆ぐんしゅうが押おしかけてきて、いつものとおりにしてほしいと要求ようきゅうしはじめたので、 9ピラトは彼かれらにむかって、「おまえたちはユダヤ人じんの王おうをゆるしてもらいたいのか」と言いった。 10それは、祭司長さいしちょうたちがイエスを引ひきわたしたのは、ねたみのためであることが、ピラトにわかっていたからである。 11しかし祭司長さいしちょうたちは、バラバの方ほうをゆるしてもらうように、群衆ぐんしゅうを煽動せんどうした。 12そこでピラトはまた彼かれらに言いった、「それでは、おまえたちがユダヤ人じんの王おうと呼よんでいるあの人ひとは、どうしたらよいか」。 13彼かれらは、また叫さけんだ、「十字架じゅうじかにつけよ」。 14ピラトは言いった、「あの人ひとは、いったい、どんな悪事あくじをしたのか」。すると、彼かれらは一そう激はげしく叫さけんで、「十字架じゅうじかにつけよ」と言いった。 15それで、ピラトは群衆ぐんしゅうを満足まんぞくさせようと思おもって、バラバをゆるしてやり、イエスをむち打うったのち、十字架じゅうじかにつけるために引ひきわたした。
    


    
      16兵士へいしたちはイエスを、邸宅ていたく、すなわち総督そうとく官邸かんていの内うちに連つれて行いき、全ぜん部隊ぶたいを呼よび集あつめた。 17そしてイエスに紫むらさきの衣ころもを着きせ、いばらの冠かんむりを編あんでかぶらせ、 18「ユダヤ人じんの王おう、ばんざい」と言いって敬礼けいれいをしはじめた。 19また、葦あしの棒ぼうでその頭あたまをたたき、つばきをかけ、ひざまずいて拝おがんだりした。 20こうして、イエスを嘲弄ちょうろうしたあげく、紫むらさきの衣ころもをはぎとり、元もとの上着うわぎを着きせた。それから、彼かれらはイエスを十字架じゅうじかにつけるために引ひき出だした。 21そこへ、アレキサンデルとルポスとの父ちちシモンというクレネ人びとが、郊外こうがいからきて通とおりかかったので、人々ひとびとはイエスの十字架じゅうじかを無理むりに負おわせた。 22そしてイエスをゴルゴタ、その意味いみは、されこうべ、という所ところに連つれて行いった。 23そしてイエスに、没薬もつやくをまぜたぶどう酒しゅをさし出だしたが、お受うけにならなかった。 24それから、イエスを十字架じゅうじかにつけた。そしてくじを引ひいて、だれが何なにを取とるかを定さだめたうえ、イエスの着物きものを分わけた。 25イエスを十字架じゅうじかにつけたのは、朝あさの九時じごろであった。 26イエスの罪状ざいじょう書がきには「ユダヤ人じんの王おう」と、しるしてあった。 27また、イエスと共ともにふたりの強盗ごうとうを、ひとりを右みぎに、ひとりを左ひだりに、十字架じゅうじかにつけた。〔 28こうして「彼かれは罪人つみびとたちのひとりに数かぞえられた」と書かいてある言葉ことばが成就じょうじゅしたのである。〕 29そこを通とおりかかった者ものたちは、頭あたまを振ふりながら、イエスをののしって言いった、「ああ、神殿しんでんを打うちこわして三日かのうちに建たてる者ものよ、 30十字架じゅうじかからおりてきて自分じぶんを救すくえ」。 31祭司長さいしちょうたちも同おなじように、律法りっぽう学者がくしゃたちと一緒いっしょになって、かわるがわる嘲弄ちょうろうして言いった、「他人たにんを救すくったが、自分じぶん自身じしんを救すくうことができない。 32イスラエルの王おうキリスト、いま十字架じゅうじかからおりてみるがよい。それを見みたら信しんじよう」。また、一緒いっしょに十字架じゅうじかにつけられた者ものたちも、イエスをののしった。
    


    
      33昼ひるの十二時じになると、全ぜん地ちは暗くらくなって、三時じに及およんだ。 34そして三時じに、イエスは大声おおごえで、「エロイ、エロイ、ラマ、サバクタニ」と叫さけばれた。それは「わが神かみ、わが神かみ、どうしてわたしをお見捨みすてになったのですか」という意味いみである。 35すると、そばに立たっていたある人々ひとびとが、これを聞きいて言いった、「そら、エリヤを呼よんでいる」。 36ひとりの人ひとが走はしって行いき、海綿かいめんに酢すいぶどう酒しゅを含ふくませて葦あしの棒ぼうにつけ、イエスに飲のませようとして言いった、「待まて、エリヤが彼かれをおろしに来くるかどうか、見みていよう」。 37イエスは声こえ高たかく叫さけんで、ついに息いきをひきとられた。 38そのとき、神殿しんでんの幕まくが上うえから下したまで真二まっぷたつに裂さけた。 39イエスにむかって立たっていた百卒長ひゃくそつちょうは、このようにして息いきをひきとられたのを見みて言いった、「まことに、この人ひとは神かみの子こであった」。 40また、遠とおくの方ほうから見みている女おんなたちもいた。その中なかには、マグダラのマリヤ、小しょうヤコブとヨセとの母ははマリヤ、またサロメがいた。 41彼かれらはイエスがガリラヤにおられたとき、そのあとに従したがって仕つかえた女おんなたちであった。なおそのほか、イエスと共ともにエルサレムに上のぼってきた多おおくの女おんなたちもいた。
    


    
      42さて、すでに夕ゆうがたになったが、その日ひは準備じゅんびの日ひ、すなわち安息日あんそくにちの前日ぜんじつであったので、 43アリマタヤのヨセフが大胆だいたんにもピラトの所ところへ行いき、イエスのからだの引取とりかたを願ねがった。彼かれは地位ちいの高たかい議員ぎいんであって、彼かれ自身じしん、神かみの国くにを待まち望のぞんでいる人ひとであった。 44ピラトは、イエスがもはや死しんでしまったのかと不審ふしんに思おもい、百卒長ひゃくそつちょうを呼よんで、もう死しんだのかと尋たずねた。 45そして、百卒長ひゃくそつちょうから確たしかめた上うえ、死体したいをヨセフに渡わたした。 46そこで、ヨセフは亜麻布あまぬのを買かい求もとめ、イエスをとりおろして、その亜麻布あまぬのに包つつみ、岩いわを掘ほって造つくった墓はかに納おさめ、墓はかの入口いりぐちに石いしをころがしておいた。 47マグダラのマリヤとヨセの母ははマリヤとは、イエスが納おさめられた場所ばしょを見みとどけた。
    

  


  


  
    第十六章


    
      1さて、安息日あんそくにちが終おわったので、マグダラのマリヤとヤコブの母ははマリヤとサロメとが、行いってイエスに塗ぬるために、香料こうりょうを買かい求もとめた。 2そして週しゅうの初はじめの日ひに、早朝そうちょう、日ひの出でのころ墓はかに行いった。 3そして、彼かれらは「だれが、わたしたちのために、墓はかの入口いりぐちから石いしをころがしてくれるのでしょうか」と話はなし合あっていた。 4ところが、目めをあげて見みると、石いしはすでにころがしてあった。この石いしは非常ひじょうに大おおきかった。 5墓はかの中なかにはいると、右手みぎてに真白まっしろな長ながい衣ころもを着きた若者わかものがすわっているのを見みて、非常ひじょうに驚おどろいた。 6するとこの若者わかものは言いった、「驚おどろくことはない。あなたがたは十字架じゅうじかにつけられたナザレ人びとイエスを捜さがしているのであろうが、イエスはよみがえって、ここにはおられない。ごらんなさい、ここがお納おさめした場所ばしょである。 7今いまから弟子でしたちとペテロとの所ところへ行いって、こう伝つたえなさい。イエスはあなたがたより先さきにガリラヤへ行いかれる。かねて、あなたがたに言いわれたとおり、そこでお会あいできるであろう、と」。 8女おんなたちはおののき恐おそれながら、墓はかから出でて逃にげ去さった。そして、人ひとには何なにも言いわなかった。恐おそろしかったからである。
    


    
      〔 9週しゅうの初はじめの日ひの朝あさ早はやく、イエスはよみがえって、まずマグダラのマリヤに御ご自身じしんをあらわされた。イエスは以前いぜんに、この女おんなから七つの悪霊あくれいを追おい出だされたことがある。 10マリヤは、イエスと一緒いっしょにいた人々ひとびとが泣なき悲かなしんでいる所ところに行いって、それを知しらせた。 11彼かれらは、イエスが生いきておられる事ことと、彼女かのじょに御ご自身じしんをあらわされた事こととを聞きいたが、信しんじなかった。
    


    
      12この後のち、そのうちのふたりが、いなかの方ほうへ歩あるいていると、イエスはちがった姿すがたで御ご自身じしんをあらわされた。 13このふたりも、ほかの人々ひとびとの所ところに行いって話はなしたが、彼かれらはその話はなしを信しんじなかった。
    


    
      14その後のち、イエスは十一弟子でしが食卓しょくたくについているところに現あらわれ、彼かれらの不ふ信仰しんこうと、心こころのかたくななことをお責せめになった。彼かれらは、よみがえられたイエスを見みた人々ひとびとの言いうことを、信しんじなかったからである。 15そして彼かれらに言いわれた、「全ぜん世界せかいに出でて行いって、すべての造つくられたものに福音ふくいんを宣のべ伝つたえよ。 16信しんじてバプテスマを受うける者ものは救すくわれる。しかし、不ふ信仰しんこうの者ものは罪つみに定さだめられる。 17信しんじる者ものには、このようなしるしが伴ともなう。すなわち、彼かれらはわたしの名なで悪霊あくれいを追おい出だし、新あたらしい言葉ことばを語かたり、 18へびをつかむであろう。また、毒どくを飲のんでも、決けっして害がいを受うけない。病人びょうにんに手てをおけば、いやされる」。
    


    
      19主しゅイエスは彼かれらに語かたり終おわってから、天てんにあげられ、神かみの右みぎにすわられた。 20弟子でしたちは出でて行いって、至いたる所ところで福音ふくいんを宣のべ伝つたえた。主しゅも彼かれらと共ともに働はたらき、御言みことばに伴ともなうしるしをもって、その確たしかなことをお示しめしになった。〕
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